
は
じ
め
に

令
和
５
年
第
２
回
湯
沢
町
議
会
定
例
会
の
開

会
に
あ
た
り
、
令
和
５
年
度
の
施
政
方
針
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
行
政
運
営
に
つ

き
ま
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
支
援
を
い
た
だ
き
、

町
政
運
営
を
任
さ
れ
３
期
目
10
年
目
と
い
う
節

目
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

町
民
の
皆
様
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
な

が
ら
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
信
託
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

近
年
頻
発
す
る
災
害
対
応
の
体
制
強
化
や
地

方
創
生
、
産
業
観
光
振
興
、
企
業
誘
致
な
ど
の

担
当
部
署
の
連
携
強
化
を
目
的
に
、
機
構
改
革

を
行
い
社
会
情
勢
に
合
わ
せ
た
業
務
の
効
率
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
は
「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」
を
打
ち
出

し
、
経
済
的
支
援
や
子
育
て
家
庭
向
け
サ
ー
ビ

ス
、
働
き
方
改
革
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
ま

す
。
３
期
目
の
公
約
に
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
給
食
費
の

完
全
無
償
化
や
子
育
て
施
策
の
拡
充
等
、
国
の

施
策
と
併
せ
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
目
指
し

町
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
人
を
想
い
、
我
を
磨
く
」
を
教
育
目
標
に
、

平
成
26
年
度
に
は
小
・
中
一
貫
教
育
と
し
て
、

平
成
28
年
度
に
は
保
・
小
・
中
一
貫
教
育
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
湯
沢
学
園
に
つ
き
ま
し
て
、

「
湯
沢
町
を
誇
り
に
思
い
、
次
代
を
担
う
、
た
く

ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
」
を
育
成
す
る
こ
と
で

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
に
愛
さ
れ
る
学
園
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
更
に
子
育
て
教
育
に

力
を
入
れ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
及
び
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
課
題

で
あ
っ
た
児
童
受
け
入
れ
人
数
の
問
題
に
つ
い

て
、
新
施
設
で
あ
る
子
育
て
支
援
棟
が
完
成
し
、

４
月
よ
り
受
け
入
れ
数
を
増
や
し
て
運
営
し
て

ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
第
８
波
に

よ
る
感
染
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、
先

般
、
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症

法
上
の
位
置
づ
け
を
５
月
８
日
よ
り
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
の
５
類
に
引
き
下
げ
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ス
ク
着
用
に

３
月
定
例
議
会
で
田
村
町
長
が
述
べ
た
施
政
方
針
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
広
報
ゆ
ざ
わ
用
に
表
現
を
一
部
変
更
し
て
い
ま
す
。

施
政
方
針
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を
促
進
す
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
機
器
や
設
置
費
に
対
し
て
一
部

補
助
を
行
い
、
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
取
り

組
み
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

魚
野
川
沿
い
の
遊
歩
道
は
令
和
４
年
度
を

も
っ
て
設
置
工
事
が
完
了
し
、
令
和
５
年
度

は
引
き
続
き
植
栽
な
ど
の
景
観
整
備
を
行
い

な
が
ら
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
新
た
な
観

光
ス
ポ
ッ
ト
「
万
年
橋
遊
歩
道
」
と
し
て
利

活
用
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
形
成
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
の
「
国
際
競
争
力
の
高
い
ス
ノ
ー
リ

ゾ
ー
ト
形
成
促
進
事
業
」
を
活
用
し
、
通
年

で
多
く
の
お
客
様
か
ら
訪
れ
て
い
た
だ
け
る

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
し
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
な
ど
受
け
入
れ
体
制

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

財
政
状
況
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
、
今
後
、
多
く
の
公
共
施
設
の
維
持
管
理

経
費
が
大
き
な
負
担
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
将
来
も
町
が
持
続
す
る
た
め
に
は
、

公
共
施
設
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
改
革
の
一
環
と

し
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
し

つ
つ
あ
る
中
で
、
回
復
し
つ
つ
あ
る
観
光
経

つ
い
て
も
３
月
中
旬
以
降
は
個
人
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
収
束
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
湯
沢

町
に
お
い
て
も
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め
観

光
客
は
新
型
感
染
症
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
観
光
の
町
湯
沢
に
お
い
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
前
以
上
の
お
客
様

に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
新
型
感
染
症
禍
で
中
止
と

な
っ
て
い
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

移
住
・
定
住
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
３
年
が
経
過
し
、
当
初
の
想
定
を

上
回
る
成
果
に
繋
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和

５
年
度
以
降
も
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。
各
種
補
助
金
施
策
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
子
育
て
世
代
の
移
住
者

を
獲
得
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
開
始
し
た
起

業
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
継
続
し
、
地
域

課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
仕
事
づ
く
り
と
定

住
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
の
令
和
４
年
10
月
末
の
人
口
は
、
7
，

8
9
9
人
と
前
年
同
期
と
比
べ
67
人
の
減
少

が
見
ら
れ
、
同
年
同
時
期
の
新
潟
県
全
体
の

減
少
率
1
．
1
％
に
対
し
町
の
減
少
率
は

0
．
8
％
の
減
少
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
高
齢
化
率
は
39
．
9
％
で
前
年
同
期
比

0
．
6
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
、
高
齢
化

が
進
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン

居
住
者
に
あ
っ
て
は
68
人
増
え
て
お
り
、
マ

ン
シ
ョ
ン
人
口
の
約
半
数
で
あ
る
47
．
89
％

が
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
新
潟
県
の
「
地
域
活
性
化

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と

し
て
実
施
し
た
「
湯
沢
版
M
a
a
S
」
実
証

運
行
を
契
機
に
、
地
域
公
共
交
通
の
再
編
成

に
取
り
組
ん
で
お
り
、令
和
４
年
度
に
は
「
湯

沢
町
地
域
移
動
環
境
計
画
」
の
策
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
以
降
は
、
策
定
し

た
計
画
に
基
づ
い
て
、
事
業
の
実
施
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

湯
沢
町
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
る
定
住
促
進

を
図
る
た
め
、
大
学
等
在
学
中
に
貸
与
を
受

け
た
湯
沢
町
奨
学
金
の
返
還
に
対
し
、
返
還

費
用
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
「
湯
沢
町
Ｕ

タ
ー
ン
促
進
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
」
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
５
年
度
よ
り
建
設
予
定
地
の
測
量

調
査
や
地
歴
調
査
を
行
い
、
基
本
設
計
の
策

定
に
向
け
、
引
き
続
き
南
魚
沼
市
と
一
体
と

な
り
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

町の夜間交通拡充の意義や課題、湯沢の魅力や可能性を町

内の関係者に共有、ゆざわナイトセミナーが開催された

令和２年度から移住・定住ワンストップ相談窓口を開設し、

3 年間で 102 人が窓口を通して移住した
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済
を
新
型
感
染
症
禍
前
、
更
に
は
そ
れ
以
上

を
目
指
し
、
令
和
５
年
度
予
算
に
お
い
て
、

必
要
な
財
政
支
出
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

経
済
あ
っ
て
の
財
政
で
す
の
で
、
経
済
の
立

て
直
し
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
総
合
計
画
に
も
示
し
ま
し

　

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は

84
億
4
0
0
万
円
と
な
り
、
令
和
４
年
度
比

較
で
２
億
4
，
5
0
0
万
円
、
３
％
増
え
て

い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
繰
入
金
が
湯
沢
こ
こ
ろ
の
ふ

る
さ
と
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
分
な
ど
で

２
億
8
，
8
0
2
万
３
千
円
、
寄
附
金
が
ふ

る
さ
と
納
税
分
１
億
9
0
0
万
円
、
地
方
交

付
税
が
3
，
8
5
8
万
８
千
円
、
財
産
収
入

で
2
，
6
5
5
万
５
千
円
、
そ
れ
ぞ
れ
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
西
山
源
泉
堀
替
事
業
、
湯
沢

高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
関
連
施
設
整
備
、
大
源

太
湖
周
辺
整
備
、
み
つ
ま
た
親
水
公
園
整
備

な
ど
、
町
の
観
光
資
源
に
資
す
る
事
業
の
ほ

か
、
貝
掛
線
落
石
防
護
設
置
、
消
防
サ
イ
レ

ン
吹
鳴
ス
ピ
ー
カ
ー
改
修
や
消
防
団
安
全
装

た
取
り
組
み
を
実
行
に
移
し
つ
つ
、
町
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

備
品
な
ど
の
防
災
事
業
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴

う
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
標
準
化
対
応
な
ど
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

会計名 歳入歳出予算額

一 般 会 計 8,404,000 千円

特別会計

国 民 健 康 保 険 1,190,149 千円

後期高齢者医療 120,225 千円

介 護 保 険 890,342 千円

下 水 道 911,593 千円

事業会計

水 道 歳入　385,063 千円 歳出　446,878 千円

病 院 歳入　571,994 千円 歳出　546,686 千円

令和５年度　当初予算の概要

※事業会計の歳入・歳出はそれぞれ収益収支と資本的収支の合計額

令
和
５
年
度
予
算
に
つ
い
て　

前
年
度
比
較
で
、
3
％
増

3



令
和
５
年
度
も
引
き
続
き
、
湯
沢
町
総
合

計
画
に
定
め
た
基
本
政
策
の
方
向
性
に
基
づ

き
、
湯
沢
町
観
光
振
興
計
画
の
戦
略
を
実
行

に
移
し
て
ま
い
り
ま
す
。

主
な
観
光
政
策
は
、
国
、
県
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
一
般
社
団
法
人
湯
沢
町
観
光
ま
ち

づ
く
り
機
構
及
び
一
般
社
団
法
人
雪
国
観
光

圏
と
役
割
分
担
し
、
お
互
い
が
連
携
し
な
が

ら
事
業
展
開
す
る
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま

す
。令

和
４
年
10
月
に
登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
な
っ
た

一
般
社
団
法
人
湯
沢
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
機

構
へ
の
支
援
を
継
続
し
、
湯
沢
町
観
光
施
策

の
中
心
的
存
在
と
な
る
た
め
、
組
織
体
制
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
組
織
の
自
立
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
国

の
重
点
支
援
を
受
け
て
い
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
あ
る

一
般
社
団
法
人
雪
国
観
光
圏
へ
の
支
援
を
強

既
存
観
光
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
駒
子

の
湯
の
屋
根
塗
装
、
岩
の
湯
の
屋
根
葺
替
、

街
道
の
湯
女
子
浴
室
換
気
扇
入
替
な
ど
の
工

事
・
修
繕
を
実
施
し
、
新
た
な
指
定
管
理
者

と
と
も
に
有
効
的
な
誘
客
や
経
費
削
減
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

情
報
発
信
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
内
外
へ

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
用
し
た
情

報
発
信
を
中
心
に
、
県
内
外
の
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
へ
の
話
題
提
供
、
映
画
や
テ
レ
ビ
番
組
の

撮
影
協
力
な
ど
に
よ
り
「
湯
沢
町
」
の
露
出

に
よ
る
宣
伝
、
誘
客
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
き
ま
し
て
は
、

魚
沼
市
、
南
魚
沼
市
と
と
も
に
ゴ
ー
ル
デ
ン

化
し
、
広
域
連
携
に
よ
る
集
客
力
ア
ッ
プ
と

湯
沢
町
の
宿
泊
拠
点
と
し
て
の
存
在
感
を
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。

大
源
太
川
第
１
号
砂
防
堰
堤
補
強
工
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
春
に
完
成
式
典
が
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。
湯
沢
町
は
、
仮
排
水
ト
ン

ネ
ル
利
活
用
の
受
付
窓
口
と
し
て
関
係
団
体

と
連
携
し
て
施
設
の
安
全
な
利
用
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
施
設
の
整

備
と
し
て
、
大
型
バ
ス
が
駐
車
可
能
な
駐
車

場
の
整
備
と
案
内
標
識
を
設
置
し
、
来
訪
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

令
和
４
年
７
月
か
ら
開
設
し
た
「
ゆ
ざ
わ

マ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
」
を
継
続
し
、
多
様
な
働

き
方
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
労
働
力
の
確

保
及
び
企
業
の
生
産
性
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の
取
組
を
進
め
る
ほ
か
、

町
内
で
開
催
さ
れ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
相
互
交
流
を
行
っ
た
豊
島

区
と
は
、
令
和
５
年
度
に
協
定
締
結
し
、
引

き
続
き
交
流
を
続
け
る
と
と
も
に
、
民
間
事

業
者
の
交
流
を
活
発
に
さ
せ
る
べ
く
、
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

中
小
企
業
信
用
保
険
法
に
基
づ
く
認
定
を

速
や
か
に
行
う
こ
と
、
及
び
融
資
時
の
信
用
保

証
料
補
給
を
継
続
し
、
事
業
者
が
事
業
を
継

続
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

働
き
方
改
革
の
推
進
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を

継
続
す
る
ほ
か
、
資
格
取
得
支
援
事
業
補
助

　
そ
れ
で
は
、
令
和
５
年
度
の
行
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と
重
点
施
策
に
つ
い
て
湯
沢
町
総
合
計
画
の

「
ま
ち
づ
く
り
の
５
つ
の
基
本
政
策
」
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

行
政
運
営
の
基
本
的
姿
勢
と
重
点
施
策

1 

魅
力
に
あ
ふ
れ
、活
力
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り（
産
業
振
興
・
就
労
）

◦
観
光
ま
ち
づ
く
り
機
構
、
雪
国
観
光
圏
と
の
連
携

◦
大
源
太
砂
防
堰
堤
仮
排
水
ト
ン
ネ
ル
の
利
活
用
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2 

地
域
で
支
え
合
い
、笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り（
保
健
・
福
祉
・
医
療
）

◦
給
食
費
完
全
無
償
化
・
支
援
金
な
ど
の
子
育
て
支
援
の
充
実

◦
子
育
て
支
援
棟
完
成
に
よ
る
児
童
ク
ラ
ブ
定
員
倍
増

◦
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
実
施

金
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
首
都
圏
で
の
就

職
相
談
会
に
つ
い
て
も
継
続
し
、
就
労
・
雇

用
環
境
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
よ
り
神
立
地
区
で
新
た
に
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
が
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
り
、
中
山
間
地
域
で
の
農
地
の
維
持

管
理
に
取
り
組
み
、
農
業
生
産
条
件
が
不
利

な
地
域
に
お
い
て
、
生
産
活
動
を
維
持
し
て

い
け
る
よ
う
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

県
営
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
外
山

堰
用
水
路
の
改
修
が
継
続
さ
れ
る
ほ
か
、
小

坂
水
路
橋
の
改
修
に
向
け
、
地
元
及
び
関
係

機
関
と
協
議
し
な
が
ら
引
き
続
き
事
業
計
画

書
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

水
田
基
盤
等
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
不

整
形
な
水
田
や
農
道
の
整
備
を
行
い
、
耕
作

環
境
の
改
善
が
図
れ
る
よ
う
引
き
続
き
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
は
、
現
役

の
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会
を
通
じ
て
、
新

た
な
担
い
手
の
発
掘
を
図
る
と
と
も
に
、
農

地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
も
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
林
業
の
担
い
手
確
保
に
つ
き
ま
し
て

は
、
素
材
生
産
へ
の
参
入
意
欲
の
あ
る
事
業

者
に
対
し
て
、
引
き
続
き
県
と
協
力
し
な
が

ら
意
欲
度
や
技
術
力
に
応
じ
た
指
導
・
支
援

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
地
や
森
林
が
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持

に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
度
よ
り
新
た

に
神
立
地
区
で
多
面
的
機
能
交
付
金
の
活
用

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
地
域
活
動
組
織
に
よ

る
農
地
法
面
の
草
刈
り
や
水
路
の
泥
上
げ
、

水
路
、
農
道
等
の
補
修
な
ど
、
地
域
資
源
の

適
切
な
保
全
管
理
の
支
援
を
引
き
続
き
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
対
策
に
つ

い
て
は
、
電
気
柵
設
置
へ
の
支
援
を
継
続
す

る
ほ
か
、
県
内
で
も
個
体
数
が
急
増
し
て
い

る
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
技
術
向
上
の
研
修
を
継

続
し
て
行
う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、
社
会

問
題
を
解
決
す
る
地
域
発
の
新
規
事
業
の
構

想
立
案
及
び
事
業
構
想
の
基
本
的
な
知
識
・

ス
キ
ル
を
修
得
し
、
新
価
値
創
出
が
で
き
る

人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

町
内
事
業
者
向
け
の
事
業
用
施
設
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
補
助
金
制
度
を
継
続
し
、
店
舗
等

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
支
援
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

三
俣
地
域
振
興
に
資
す
る
た
め
、
道
の
駅

み
つ
ま
た
第
２
駐
車
場
付
近
に
「
み
つ
ま
た

親
水
公
園
」
の
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

へ
、
教
育
課
が
現
湯
沢
児
童
ク
ラ
ブ
へ
そ
れ

ぞ
れ
移
転
し
、
会
議
室
や
書
庫
等
の
確
保
な

ど
、
子
育
て
教
育
事
務
の
環
境
改
善
も
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
加
え
て
、
国
の
制
度
改
正

に
則
り
、
認
定
こ
ど
も
園
の
全
て
の
通
園
バ

ス
に
置
き
去
り
防
止
装
置
の
設
置
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

子
育
て
や
育
児
に
関
す
る
不
安
や
負
担
軽

減
の
た
め
、
現
在
実
施
し
て
い
る
子
育
て
支

援
事
業
及
び
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
未

満
児
を
除
く
園
児
及
び
小
・
中
学
生
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
度
か
ら
第
二
子
以
降
を
無
償

化
し
て
い
る
給
食
費
は
、
令
和
５
年
度
か
ら

第
一
子
を
含
め
完
全
無
償
化
の
実
現
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

未
満
児
の
入
園
率
増
加
及
び
児
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
児
童
数
増
加
に
対
応
し
た
新
施
設
、

「
子
育
て
支
援
棟
」
の
完
成
及
び
現
施
設
の

改
修
工
事
に
よ
り
、
認
定
こ
ど
も
園
の
０
歳

児
定
員
を
10
名
か
ら
20
名
に
倍
増
、
1
歳
児

定
員
を
20
名
か
ら
25
名
に
増
員
し
、
児
童
ク

ラ
ブ
の
定
員
を
「
お
お
む
ね
40
名
」
か
ら
「
お

お
む
ね
80
名
」
へ
の
倍
増
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

幼
児
保
育
・
児
童
保
育
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
新
施
設

湯沢学園敷地内に建設された子育て支援棟
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ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
町
全
体
の
所
得
が

減
少
し
た
こ
と
か
ら
一
人
当
た
り
税
額
を
抑

え
、
そ
の
分
を
基
金
よ
り
繰
り
入
れ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
を
継
続
し
被
保
険
者
の
暮
ら

し
と
安
全
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

健
診
や
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
等
に
よ
る
保

健
事
業
の
充
実
と
健
診
受
診
を
呼
び
か
け
る

こ
と
で
町
民
の
健
康
増
進
を
図
る
と
と
も

に
、
医
療
費
通
知
や
後
発
医
薬
品
差
額
通
知

等
に
よ
り
、
医
療
費
へ
の
理
解
と
適
正
受
診

を
呼
び
か
け
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
と
し

て
安
定
的
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。令

和
３
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
保
健
事
業
と
介
護
保
険
の

た
妊
婦
等
に
給
付
金
を
支
給
す
る
経
済
的
支

援
を
、
一
体
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
に
伴
う
家
庭
で
の
経
済
的

な
支
援
と
し
て
、
国
は
「
児
童
手
当
」
等
の

支
給
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
は「
す

く
す
く
子
育
て
応
援
金
」
事
業
で
出
産
時
、

小
学
校
入
学
時
、
中
学
校
入
学
時
に
お
祝
い

金
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
18
歳
ま
で

の
「
子
ど
も
医
療
費
の
自
己
負
担
無
料
化
」

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
で
は
、
疾
病
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
、

検
診
受
診
率
向
上
事
業
を
実
施
し
、
国
保
の

特
定
健
診
を
は
じ
め
各
種
が
ん
検
診
の
受
診

意
識
の
向
上
と
受
診
者
数
の
増
加
に
取
り
組

む
ほ
か
、
国
保
人
間
ド
ッ
ク
、
が
ん
検
診
や

頭
部
C
T
検
査
助
成
の
ほ
か
、
巡
回
検
診
と

休
日
検
診
を
継
続
す
る
な
ど
、
受
診
環
境
を

整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

予
防
接
種
事
業
で
は
、
新
た
な
段
階
に

入
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
は
じ
め
、
各
種
予
防
接
種
に
つ
い
て
広

報
な
ど
で
十
分
に
周
知
を
図
り
、
接
種
の
機

会
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
健
康
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
令
和
５
年
度
か
ら
10
年
間
を
計
画
期

介
護
予
防
事
業
を
一
体
的
に
取
り
組
む
「
高

齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
等
の
一
体
的

な
実
施
」
は
、
今
後
も
継
続
し
て
高
齢
者
の

フ
レ
イ
ル
（
要
介
護
状
態
に
至
る
前
段
階
）

予
防
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　
　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る

環
境
の
整
備
の
た
め
結
婚
か
ら
出
産
子
育
て

を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
支
援
の
実
施
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

不
妊
で
お
悩
み
の
ご
夫
婦
に
、
県
と
町
で

補
助
金
を
助
成
し
て
い
た
不
妊
治
療
の
一
部

は
、
令
和
４
年
度
か
ら
保
険
適
用
に
な
り
ま

し
た
。
保
険
適
用
と
な
ら
な
い
治
療
の
一
部

に
は
、
今
後
も
町
か
ら
の
助
成
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

妊
婦
の
皆
さ
ん
に
は
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
支
援
策
と
し
て

妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
及
び
妊
産
婦
医
療
費

助
成
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す

が
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
新
た
に
出
産
後
の

検
診
に
対
し
産
婦
検
診
助
成
を
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

妊
婦
、
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
と
し
て
、
２
月

か
ら
新
た
に
開
始
し
た
、
面
談
や
情
報
発
信

等
を
通
じ
て
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
伴
走
型

相
談
支
援
と
、
妊
娠
届
や
出
産
届
出
を
行
っ

間
と
す
る
第
３
次
計
画
を
策
定
し
、「
自
然

を
大
事
に 

人
に
や
さ
し
い 

ふ
れ
あ
い
の
あ

る
元
気
な
町
」
を
目
指
す
と
と
も
に
、
自
殺

予
防
対
策
で
は
、
湯
沢
町
自
殺
対
策
行
動
計

画
に
掲
げ
る
「
地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
権
利
擁
護
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
成
年
後
見
制

度
な
ど
各
種
制
度
に
つ
い
て
十
分
な
周
知
を

行
う
と
と
も
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
へ

は
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
一
環
と
し
て
「
高
齢
者
等

路
線
バ
ス
運
賃
助
成
事
業
」
や
、
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
向
け
の
事
業
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
元
気
な
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ

て
活
動
で
き
る
よ
う
に
高
齢
者
団
体
へ
の
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　

介
護
保
険
事
業
で
は
、
令
和
４
年
度
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
基
に
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
提
供
と
介
護
保
険
事

業
の
安
定
的
運
営
に
取
り
組
む
た
め
、
湯
沢

町
老
人
福
祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。
不
足
す
る

介
護
人
材
の
確
保
や
処
遇
改
善
を
目
的
と
す

る
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
関
連
で
は
、
令
和
４
年
度

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
基

ファミリー健康プラン　あいさつの大切さを町内

に広めるために総合福祉センター等にのぼり旗を

かかげている
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新
し
、
災
害
活
動
時
の
安
全
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

屋
根
の
除
雪
に
つ
い
て
、
負
担
軽
減
、
危

険
防
止
の
た
め
、
克
雪
住
宅
の
整
備
・
屋
根

雪
下
ろ
し
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

住
宅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
補
助
金
制
度

を
継
続
し
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

都
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
よ
り
、

公
園
の
適
正
な
維
持
管
理
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
電
気
料
高
騰
に
対
応
し
、
公
園
照

明
施
設
の
L
E
D
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

土
樽
松
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
湯
沢
浄
化
セ

ン
タ
ー
へ
統
合
す
る
計
画
に
つ
い
て
、
令
和

７
年
度
を
目
指
し
、
引
き
続
き
事
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
に
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
下

水
道
施
設
の
更
新
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的

に
更
新
工
事
を
進
め
、
施
設
の
安
定
し
た
稼

働
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
施
設
に
つ
き
ま
し
て
も
、
計
画
的
か

つ
効
率
的
な
設
備
の
更
新
や
維
持
管
理
を
推

進
し
、
安
全
・
安
心
な
水
の
供
給
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

立
地
適
正
化
計
画
、
都
市
再
生
整
備
計
画

に
お
い
て
予
定
し
て
い
る
主
水
公
園
に
つ
い

て
は
、
新
規
公
園
部
分
の
建
物
等
撤
去
が
完

了
し
た
こ
と
か
ら
、
本
格
的
な
整
備
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
・
橋
梁
の
整
備
・
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
、
法
定
点
検
や
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
、
予
防
保
全
型
の
計
画
的
な
維
持
管
理
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
電
気
料
高
騰
に
対

応
し
、
道
路
照
明
施
設
の
L
E
D
化
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

冬
期
間
の
生
活
、
経
済
活
動
を
支
え
る
道

路
交
通
確
保
に
つ
い
て
、
国
、
県
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で
効

率
的
な
除
排
雪
な
ど
雪
対
策
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
経
営
管
理
に
つ
い
て
神

立
地
域
へ
の
意
向
調
査
を
行
う
ほ
か
、
今
年

度
意
向
調
査
を
行
っ
た
土
樽
地
域
の
集
積
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

環
境
保
全
活
動
と
し
て
、
関
係
機
関
と
連

携
・
協
力
し
、
清
掃
活
動
や
不
法
投
棄
防
止

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
、
き
れ
い
で
快
適

な
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ご
み
の
発
生
抑
制
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

す
る
た
め
、
環
境
衛
生
活
動
に
対
す
る
助
成

な
ど
を
行
い
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に

よ
る
適
正
な
ご
み
処
理
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
通

安
全
教
室
や
町
の
広
報
紙
に
よ
る
啓
発
な
ど

に
よ
り
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
ド
ラ
イ

バ
ー
の
運
転
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

消
防
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
ス
ピ
ー
カ
ー
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
度
ま
で
改
修
工
事
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
度
以
降
は
、
現

在
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に
設
置
し
て
ま

い
り
ま
す
。

消
防
団
員
の
装
備
品
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
度
に
長
年
使
用
し
て
き
た
防
火
衣
を
更

　
3 

自
然
と
共
生
し
、 安
全
・
快
適
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り（
環
境
・
基
盤
整
備
・
安
全
安
心
）

◦
主
水
公
園
の
本
格
的
な
整
備
開
始

◦
防
災
安
全
対
策
強
化
・
推
進

に
、
生
活
支
援
や
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

適
切
な
実
施
の
た
め
、
第
４
期
湯
沢
町
障
が

い
者
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
、
障
が
い
の

あ
る
方
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
末
に
廃
止
期
限
が
迫
っ
て
い

る
湯
沢
病
院
の
介
護
療
養
病
床
は
、
医
療
療

養
病
床
と
併
せ
て
介
護
医
療
院
へ
転
換
し
、

医
療
・
介
護
連
携
の
役
割
強
化
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
湯
沢
町
唯
一
の
病
院
と
し
て
，

持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た

め
、
指
定
管
理
者
と
協
力
し
な
が
ら
「
公
立

病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。

秋の交通安全運動
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4 
個
性
を
伸
ば
し
、文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り（
教
育
・
文
化
）

◦
湯
沢
学
園
の
保
小
中
一
貫
教
育
の
充
実

◦
歴
史
民
俗
資
料
館
「
雪
国
館
」
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
実
施

む
と
と
も
に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
地
域
学

校
協
働
本
部
）
と
の
連
携
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
学
園
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
学
園
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
お

借
り
し
て
、
学
園
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ス
キ
ー
振
興
で
は
、
ス
キ
ー
振
興
指
導
員

を
中
核
と
し
て
、
選
手
の
育
成
強
化
を
図
る

た
め
、
ス
キ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
会
活
動
の
振

興
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
関
係
で
は
、
湯
沢
町
公
民
館
の

維
持
管
理
業
務
を
外
部
委
託
し
て
お
り
、
担

当
部
署
と
受
託
事
業
者
が
連
携
し
、
公
民
館

施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
と
利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
公
民
館
講
座

や
公
民
館
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
で
は
、
引
き
続
き

募
集
要
項
の
見
直
し
を
検
討
し
、
本
事
業
の

改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
本
年
度
も
募
集
・

広
報
を
工
夫
し
、
出
品
者
・
来
場
者
の
増
加

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
町
に
寄
贈

さ
れ
た
作
品
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
検
討
し

な
が
ら
、
童
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館「
雪
国
館
」は
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
入
替
及
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
む
改

修
工
事
を
実
施
し
、
利
便
性
・
安
全
性
の
向

上
に
伴
う
来
館
者
数
の
増
加
を
図
り
、
展
示

及
び
収
蔵
し
て
い
る
文
化
財
の
保
存
や
活
用

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

文
化
財
関
係
で
は
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り

と
連
携
し
た
活
用
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

湯
沢
学
園
で
は
、
保
小
中
一
貫
教
育
の

充
実
に
努
め
、
連
続
性
の
あ
る
教
育
を
推
進

し
、
施
政
方
針
の
冒
頭
で
述
べ
た
町
の
目
指

す
子
ど
も
の
姿
や
学
園
の
教
育
目
標
で
あ
る

「
人
を
想
い
、
我
を
磨
く
」
な
ど
の
実
現
と
周

知
・
浸
透
に
、
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
園
児
、
児
童
、
生
徒
が
安
心
し

て
快
適
な
学
園
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

W
I
T
H
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
な
か
に
あ
っ
て
も
手
指
消
毒
な
ど

の
必
要
な
感
染
症
予
防
対
策
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
敷
地
内
通
路
や
駐
車
場
の
舗
装
な
ど

施
設
の
改
修
等
の
環
境
整
備
・
施
設
整
備
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
小
・
中
学
校
で
は
、

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
整
備
さ
れ

た
端
末
機
器
を
活
用
し
た
I
C
T
教
育
を
、

一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
は
、
家
庭

や
地
域
と
連
携
し
た
学
校
運
営
を
推
進
す
る

た
め
、
学
校
運
営
協
議
会
の
活
動
に
取
り
組

保護者や学園ボランティア、スキースクール等の

協力により行われたアルペンスキー授業

学園ボランティアによる支援

童画展審査の様子

スポーツの普及と振興を図るた

めスポーツの発展に寄与した方

をたたえ、栄誉賞を授与
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5 
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
、

　
　
　
　

 
地
域
ぐ
る
み
の
ま
ち
づ
く
り（
行
政
運
営
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

◦
観
光
自
主
財
源
の
導
入
検
討

◦
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
導
入
に
よ
る
行
政
情
報
の
発
信

観
光
を
主
産
業
と
す
る
町
と
し
て
、
今
後

も
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、
観
光
自
主
財
源
の
導
入
に
つ
い
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
が
進
め
る
税
な
ど
の
基
幹
系
シ
ス
テ
ム

標
準
化
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
ま
で
に

移
行
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
国
の
財
政
措
置
を
活
用
し
た
外
部
人
材

の
任
用
等
に
よ
り
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
令
和
５
年
度
は
、
共
通
納
税
シ
ス
テ

ム
の
対
象
税
目
並
び
に
そ
れ
に
伴
う
納
付
書

へ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
番
に
よ
り
納
付
手
段
の

拡
大
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
・
広
聴
活
動
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
広
報
ゆ
ざ
わ
」
発
行
を
月
１
回
に
改
め
、
内

容
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
公
式
L
I
N
E

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
主
に
若
年
層
へ
の
行

政
情
報
の
伝
達
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
民
票
を
置
く
町
民
は
町

の
人
口
の
20
％
を
超
え
て
お
り
、
マ
ン
シ
ョ

ン
居
住
者
と
周
辺
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸

成
は
よ
り
一
層
重
要
度
を
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
交
流
促
進

事
業
補
助
金
」
の
交
付
要
件
等
を
一
部
見
直

し
、
周
辺
地
域
と
の
交
流
が
促
進
さ
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

す
べ
て
の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
相
互

に
共
存
し
得
る
平
和
で
豊
か
な
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
の

策
定
・
実
施
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
4
年
度
に
実
施
し
た
町
民
意
識
調
査
を

基
に
、
令
和
5
年
度
中
に
策
定
し
令
和
6
年

度
施
行
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

税
収
の
確
保
を
重
要
課
題
と
し
て
、
引
き

続
き
徴
収
専
門
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
配

置
な
ど
、
収
納
対
策
に
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
す
。
滞
納
繰
越
額
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
今
後
も
徴
収
率
の
向
上
と
滞
納
額
の

縮
減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
と
県
で
構
成
す
る
合
同
徴

収
組
織
、
新
潟
県
地
方
税
徴
収
機
構
に
つ
き

ま
し
て
は
、
高
い
徴
収
率
を
維
持
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
税
務
課
職
員
を
派
遣

し
徴
収
率
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

終
わ
り
に

以
上
、
令
和
５
年
度
の
町
政
運
営
に

あ
た
っ
て
の
施
政
方
針
並
び
に
主
要
な

施
策
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
、
説
明
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
と
議
員
各
位
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協

力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
減
少
し
、
経
済
回
復
の
兆
し
が

見
え
て
き
て
い
る
中
、
職
員
と
一
丸
に

な
り
「
ま
ち
づ
く
り
の
５
つ
の
基
本
計

画
」
を
着
実
に
進
め
、
町
民
の
た
め
と

な
る
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
決

意
を
こ
こ
に
表
明
し
て
、
令
和
５
年
度

の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
5
年
３
月
７
日　
　

湯
沢
町
長　

田
村
正
幸

「広報ゆざわ」の発行を月１回に改め、若年層

への情報伝達として公式 LINEを導入する

マンションに住民票を置く町民は町の人口の

20％を超える
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日 　
【
作
品
展
】

4
月
29
日
㊏
・
㊗
～
5
月
8
日
㊊

午
前
9
時
～
午
後
5
時

【
表
彰
式
】

4
月
30
日
㊐　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

【
作
品
解
説
会
】

4
月
30
日
㊐　

午
前
11
時
30
分
～
12
時

※�

表
彰
式
・
作
品
解
説
会
は
、
一
般
の

方
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

作
品
解
説
会
で
は
表
彰
式
に
出
席
さ
れ

る
作
者
の
方
か
ら
、
作
品
へ
の
思
い
な

ど
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
審
査
員
よ
り

作
品
解
説
を
す
る
予
定
で
す
。

 

場 　

湯
沢
町
公
民
館 

２
階
ホ
ー
ル

 

費 　

入
場
無
料

  

問 　

教
育
課

☎
0
2
5
・
7
8
4
・
2
2
1
1

湯
沢
町
会
計
年
度
任
用
職
員

登
録
者
募
集

募　

　集
町町からから

　

次
の
職
種
に
つ
い
て
、
町
の
会
計
年
度
任

用
職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

 

内 　

募
集
職
種　

徴
収
事
務

勤
務
場
所　

役
場
税
務
課

勤
務
時
間　

�

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

（
休
憩
時
間
60
分
）

給
料
（
報
酬
） 　

�

月
額
1
6
4
，
1
0
0
円
～

福
利
厚
生　

�

厚
生
年
金
、
健
康
保
険
、
公
務
災
害
補

償
、
雇
用
保
険
に
加
入

任
用
期
間　

�

原
則
1
会
計
年
度
（
4
月
1
日
か
ら
翌

年
3
月
31
日
）
内
で
任
用
し
ま
す
（
勤

務
実
績
等
に
よ
り
再
度
任
用
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）。

※�

勤
務
日
は
い
ず
れ
の
職
種
も
月
曜
か

ら
金
曜　
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

※�
勤
務
条
件
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

対 　

登
録
資
格　

高
卒
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
方

募
集
人
数　

１
名

『
越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
』

作
品
展
を
開
催
し
ま
す

イン

ベト
町町からから

川
上
四
郎
記
念

第
27
回
『
越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
』

　

全
国
各
地
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
2
7
2
点

よ
り
、
選
ば
れ
た
入
賞
入
選
作
品
51
点
の
ほ

か
、
貴
重
な
川
上
四
郎
原
画
作
品
を
展
示
い

た
し
ま
す
。
今
年
よ
り
新
た
に
特
別
展
示
と

し
て
、
第
1
回
、
2
回
越
後
湯
沢
全
国
童
画

展
作
品
展
の
上
位
入
賞
作
品
を
1
階
ロ
ビ
ー

と
2
階
ホ
ワ
イ
エ
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
方
全
員
に
、
川
上
四
郎
の
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
を
１
枚
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

 

申 　

応
募
方
法　

「
会
計
年
度
任
用
職
員
登
録
申
込
書
」

に
所
定
事
項
を
記
入
し
、
登
録
に
必
要

な
資
格
証
や
免
許
証
の
写
し
を
添
付
の

う
え
、
湯
沢
町
役
場
総
務
管
理
課
に
持

参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、
役
場

総
務
管
理
課
で
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

募
集
期
間　

随
時　

※�

随
時
選
考
を
行
う
た
め
、
応
募
時
に

既
に
任
用
者
が
決
定
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

選
考
方
法　

登
録
申
込
書
の
内
容
に
よ
り
書
類
選
考

を
行
い
ま
す
。
書
類
選
考
合
格
者
は
、

面
接
選
考
を
行
い
ま
す
。

 

留
意
点 　

　

こ
ち
ら
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
す
で
に
開
始
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
広
報
発
行
日
に

お
い
て
、
す
で
に
任
用
者
が
決
定
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

応
募
を
さ
れ
る
際
は
、
任
用
者
の
決
定
に

つ
い
て
、
事
前
に
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

問 　

総
務
管
理
課 

総
務
係

☎
0
2
5
・
7
8
4
・
3
4
5
1

 日  ：日時・期間 　　　  場  ：会場 　 

 対  ：対象・定員 　　　 内  ：内容　

 費  ：参加費・入場料 　  持  ：持ち物 

 申  ：申し込み 　　　　 問  ：問い合わせ

インフォメーション
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金
融
機
関
窓
口
で
の
納
付

町
指
定
金
融
機
関
以
外
の
「
地
方
税
統

一
Q
R
コ
ー
ド
対
応
金
融
機
関
」
で
も

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

地
方
税
統
一
Q
R
コ
ー
ド
対
応
金
融

機
関
は
左
記
の
リ
ン
ク
先
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

Q
R
コ
ー
ド
リ
ン
ク
先

h
t

t
p

s
:/

/
w

w
w

.

e
lta

x
.lta

.g
o

.jp
/

k
y
o

u
tsu

u
n

o
u

z
e

i/

kin
yu

kika
n

/
（
地
方
税
統
一
Q
R
コ
ー
ド
対
応
金
融

機
関
）

注
意
事
項

取
扱
期
限
が
過
ぎ
た
納
付
書
は
Q
R

コ
ー
ド
に
よ
る
納
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

破
損
、
汚
損
な
ど
で
Q
R
コ
ー
ド
が
読

み
取
れ
な
い
場
合
、
e
L
番
号
を
入
力

し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
後
、
町
が
納
付
を
確
認
で
き
る
ま

で
に
、
一
定
期
間
を
要
す
る
た
め
、
す

ぐ
に
納
税
証
明
書
が
必
要
な
方
は
窓
口

で
納
付
し
、
領
収
証
書
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※� 

Q
R
コ
ー
ド
は
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

Q
R
コ
ー
ド
リ
ン
ク
先

h
t

t
p

s
:/

/
w

w
w

.

p
a

ym
e

n
t.e

lta
x.lta

.

g
o

.jp
/

（
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
）

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
支
払
機
能
が

利
用
で
き
ま
す
。

湯
沢
町
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
の
開
催

おら

しせ
町町からから

　

令
和
４
年
度
第
５
回
目
の
「
湯
沢
町
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」
を
次
の
日
程
で

開
催
い
た
し
ま
す
。
会
議
は
傍
聴
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。
傍
聴
を
ご
希
望
さ

れ
る
方
は
、
当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

日 　

３
月
27
日
㊊
　
午
前
10
時
～
12
時

 

場 　

湯
沢
町
役
場　

大
会
議
室
（
３
階
）

 

内 　

�

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の
対
応
と
湯

沢
町
地
域
移
動
環
境
計
画
（
案
）
の
修

正
に
つ
い
て

  

問 　

企
画
政
策
課　

企
画
係　

☎
0
2
5
・
7
8
4
・
3
4
5
4

無
料
相
談
会

　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

おら

しせ
町町からから

　

新
潟
県
弁
護
士
会
が
弁
護
士
を
町
に
派
遣

し
法
律
相
談
を
し
て
い
ま
す（
年
５
回
、無
料
）。

　

な
お
、
相
談
は
予
約
制
で
、
相
談
時
間
は

１
人
30
分
程
度
で
す
。
相
談
で
き
る
方
は
湯

沢
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
す
。

　

受
付
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

日 　

４
月
26
日
㊌　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

 

場 　

湯
沢
町
役
場　

 

申 　

受
付
開
始
日　

４
月
10
日
㊊
か
ら

総
務
管
理
課 

総
務
係
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
※
定
員
５
名

 

問 　

総
務
管
理
課　

総
務
係
　

　
　 

☎
0
2
5
・
7
8
4
・
3
4
5
1

地
方
税
統
一
Q
R
コ
ー
ド
を

利
用
し
た
電
子
納
付
に
つ
い
て

おら

しせ
町町からから

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
「
地
方
税
お
支
払
サ

イ
ト
」
で
の
納
付
と
納
付
書
に
印
字
さ
れ
た
地

方
税
統
一
Q
R
コ
ー
ド
「
e
L
‐
Q
R
」
を

利
用
し
た
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

対 　

対
象
税
目

町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）、
国
民
健
康

保
険
税 

 

内 　

�

地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
で
利
用
可
能
な

支
払
方
法

・�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
（
別
途
手

数
料
が
か
か
り
ま
す
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

・
口
座
振
替
（
ダ
イ
レ
ク
ト
方
式
）

・
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
等

※�

地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
の
納
付
機
能

が
利
用
で
き
る
の
は
令
和
５
年
４
月

以
降
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
を
利
用

し
た
支
払
方
法

ア
プ
リ
を
起
動
し
、
納
付
書
兼
領
収
済

通
知
書
の
面
に
記
載
さ
れ
た
Q
R
コ
ー

ド
を
読
み
取
っ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

利
用
可
能
な
ア
プ
リ
は「
地
方
税
お
支

払
サ
イ
ト
」で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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持 　

登
録
審
査
会
に
持
参
す
る
物

・
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類

・
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届（
所
轄
警
察
署
が

発
行
し
た
も
の
）

・�

審
査
手
数
料（
１
件
に
つ
き
6
，3
0
0

円
を
新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
入
し
て
く

だ
さ
い
。）

※
印
鑑
は
不
要
で
す
。

 

銃
砲
刀
剣
類
を
発
見
し
た
と
き 

・�

す
み
や
か
に
最
寄
り
の
警
察
署
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

・
届
出
後
、上
記
の
審
査
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・�
登
録
審
査
会
に
代
理
の
方
が
お
越
し
の
場
合

は
、委
任
状
が
必
要
で
す
。

・�

登
録
審
査
会
で
は
、
法
令
に
定
め
る
鑑
定
の

基
準（
美
術
的
価
値
、
伝
統
的
な
製
作
方
法

等
）に
よ
っ
て
審
査
し
ま
す
。こ
の
審
査
で
登

録
対
象
と
な
っ
た
も
の
に
は
登
録
証
が
交
付

さ
れ
、所
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

登
録
対
象
外
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
登

録
証
は
交
付
さ
れ
ず
、
所
持
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
も
審
査
手
数
料
は
返

還
さ
れ
ま
せ
ん
。

・�

移
動
の
際
に
は
危
険
が
な
い
よ
う
に
梱
包
し
、

盗
難
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

問 　

新
潟
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
課

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
６
１
９

　

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
の
努
力
義
務
化

おら

しせ
県県からから

　

改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
よ
り
、
令
和

５
年
４
月
１
日
か
ら
全
て
の
自
転
車
利
用
者

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま

す
。

　

現
行
の
道
路
交
通
法
で
は
「
保
護
者
等
は

児
童
又
は
幼
児
を
自
転
車
に
乗
車
さ
せ
る
と

き
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
」

が
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
改
正
法

施
行
後
は
「
自
転
車
を
運
転
す
る
全
て
の
人

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
」、「
自
転

車
の
運
転
者
は
同
乗
す
る
人
に
も
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
」
が
努
力
義
務
と
し

て
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

自
転
車
事
故
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
に
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に
よ
り
頭
部

を
守
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

 

問 　

新
潟
県
総
務
部

県
民
生
活
課
交
通
安
全
対
策
室

☎
０
２
５
・
2
8
0
・
5
1
3
6

　

令
和
５
年
度
鉄
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会
の
日
程

おら

しせ
県県からから

　

美
術
的
価
値
の
あ
る
、
ま
た
は
伝
統
的
な

製
法
で
作
ら
れ
た
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査

を
行
い
ま
す
。

　

火
縄
銃
式
銃
砲
等
の
古
式
銃
砲
ま
た
は
美

術
品
と
し
て
価
値
の
あ
る
刀
剣
類
を
所
有
し

て
い
る
方
で
、
登
録
審
査
を
受
け
て
い
な
い

方
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
登
録

内
容
に
変
更
の
あ
っ
た
場
合
も
届
け
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

場  

・  

日 

新
潟
会
場　

県
庁
行
政
庁
舎
ま
た
は
職
員
会
館

（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
・ 

１
）

・
令
和
５
年
４
月
20
日
㊍
、
８
月
17
日
㊍
、

　

11
月
16
日
㊍

・
令
和
６
年
１
月
18
日
㊍

長
岡
会
場　

長
岡
地
域
振
興
局
会
議
室
棟
２
階

大
会
議
室
ま
た
は
中
会
議
室

（
長
岡
市
沖
田
２
・
１
７
３
・
２
）

・
令
和
５
年
６
月
15
日
㊍
・
10
月
19
日
㊍

・
令
和
６
年
２
月
15
日
㊍

 

受
付
時
間 

　

午
前
10
時
～
午
後
2
時
30
分
ま
で

　
（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
は
休
憩
時
間
）

 問 　消防本部予防課

　 　 ☎ 025 ー 782 ー 5330

　 　 湯沢消防署　

　 　 ☎ 025 ー 784 ー 3377

春 の 火 災 予 防 運 動
　４月１日㊏～７日㊎、春の火災予防運動を実施します。期

間中、消防車両による巡回広報を行います。

　春は空気が乾燥し、風が強く吹くため火災が発生しやすく、

被害が拡大しやすい気象状況となります。

少しの油断や不注意で火災は発生します。

ご家庭での火の取扱いに十分ご注意くだ

さい。
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使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の
回
収

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

回
収
す
る
油
は
植
物
系
の
天
ぷ
ら
油
の
み
で

す
！
（
菜
種
油
、
大
豆
油
、
ご
ま
油
、
コ
ー
ン
油
、

サ
ラ
ダ
油
な
ど
）

　

ご
み
の
減
量
や
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
、

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
は
捨
て
ず
に
回
収
場
所
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

４
月
の
使
用
済
み

　
　

天
ぷ
ら
油
の
回
収
は

４
月
10
日
㊊
～
14
日
㊎

 

役　

場　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

 

公
民
館　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

  

※
正
面
玄
関
前
で
行
い
ま
す

毎
週
火
曜
日

 

湯
沢
町
資
源
ご
み
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
中
子
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

①
水
、
天
か
す
等
の
異
物
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

②
必
ず
油
の
入
っ
て
い
た
容
器
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。（
缶
切
り
等
で
開
け
て
ふ
た
が
閉
ま
ら
な
い
も

　

の
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
に
移
し
替
え
て
く
だ
さ
い
。）

③
容
器
の
フ
タ
は
し
っ
か
り
締
め
て
く
だ
さ
い
。

④
設
置
さ
れ
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、
容
器
を

　

 

立
て
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
用
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
油
が
対
象
で
す
。

※
賞
味
期
限
の
切
れ
た
油
も
回
収
し
ま
す
。

 

問 　

湯
沢
町
役
場　

環
境
農
林
課　

　
　

☎
0
2
5
・
7
8
8
・
0
2
9
1

令和３年度 令和４年度

4　月 130 ㍑ 130 ㍑

５　月 80 ㍑ 150 ㍑

６　月 100 ㍑ 110 ㍑

７　月 70 ㍑ 160 ㍑

８　月 80 ㍑ 60 ㍑

９　月 100 ㍑ 220 ㍑

 １０ 月 70 ㍑ 160 ㍑

 １１  月 100 ㍑ 110 ㍑

 １２  月 110 ㍑ 230 ㍑

 １　月 15 ㍑ 120 ㍑

２　月 70 ㍑ 200 ㍑

３　月 90 ㍑

合  計 1,015 ㍑ 1,650 ㍑

  

申  　

申
込
不
要

※�

映
画
媒
体
の
状
況
に
よ
り
、
上
映
作
品

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

問 　

湯
沢
町
公
民
館

　
　 

☎
0
2
5
・
7
8
4
・
2
4
6
0

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の 

 

た
め
に 

・�
入
場
前
に
ア
ル
コ
ー
ル
手
指
消
毒
を
お
願

い
し
ま
す
。

・�

入
場
者
カ
ー
ド
に
お
名
前
等
を
ご
記
入
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

病
院
運
営
審
議
会　

　
　
　
　
　

委
員
募
集

募　

　集
町町からから

　

あ
な
た
の
意
見
を
よ
り
良
い
病
院
運
営
に

　

町
立
湯
沢
病
院
（
湯
沢
町
保
健
医
療
セ
ン

タ
ー
）
の
運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
病
院
運
営
審
議

会
」
の
委
員
を
、
次
に
よ
り
公
募
し
ま
す
。

　

病
院
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
充
実
の
た
め
に

も
、
女
性
や
高
齢
者
、
ま
た
若
い
方
か
ら
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

内 　

任
期

令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら
２
年
間

会
議
開
催

年
３
回
を
予
定

 

対 　

募
集
人
員

３
～
５
名

（
委
員
定
数
は
８
～
10
名
、
そ
の
う
ち

５
名
は
町
内
会
長
枠
）

 

申 　

応
募
資
格

湯
沢
町
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
以
上
の
方

応
募
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、

性
別
、
職
業
、
応
募
し
た
理
由
を
記
載

し
た
書
面
を
添
え
て
、
４
月
28
日
㊎
ま

で
に
健
康
福
祉
部
健
康
増
進
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
書
式
は
問
い
ま

せ
ん
。）

選
考
方
法

公
募
が
定
員
（
５
名
）
を
超
え
た
場
合

は
選
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
選

考
さ
れ
た
方
は
、
議
会
の
承
認
を
得
た

の
ち
、
委
員
に
決
定
と
な
り
ま
す
。）

 

問 　

健
康
福
祉
部　

健
康
増
進
課

☎
０
２
５
・
７
８
４
・
４
５
６
０

FAX
０
２
５
・
７
８
４
・
４
５
３
６

公
民
館
映
画
の
日

イン

ベト
町町からから

　

湯
沢
町
公
民
館
二
階
ホ
ー
ル
の
ゆ
っ
た
り

シ
ー
ト
、
迫
力
あ
る
音
響
、
少
し
大
き
め
な

ス
ク
リ
ー
ン
で
名
画
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

上
映
中
、
人
に
よ
っ
て
は
肌
寒
い
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
寒
さ
対
策
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

 

内 　

�

今
回
は
『
サ
ク
ラ
サ
ク
』（
2
0
1
4

年
／
日
本
）
を
上
映
し
ま
す
。

あ
ら
す
じ

仕
事
一
筋
に
生
き
て
き
た
主
人
公
。
だ

が
父
親
が
認
知
症
を
発
症
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
避
け
て
き
た
家
族
と
向
き

合
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
薄
れ
ゆ
く

父
の
記
憶
を
探
す
旅
へ
。

監　

督　

田
中
光
敏　

出
演
者　

緒
形
直
人
、南
果
歩
、矢
野
聖

人
、美
山
加
恋
、藤
竜
也
、津
田
寛
治
ほ
か

 

日 　

４
月
２
日
㊐ 

開　

場　

午
後
1
時
30
分

開　

映　

午
後
2
時

終　

了　

午
後
3
時
50
分
頃
予
定

　
　
　
　
（
本
編
1
0
7
分
）

 

場 　

湯
沢
町
公
民
館　

２
階
ホ
ー
ル

 

費 　

無
料

 

対 　

�

１
０
０
名
（
先
着
）
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４
月
の
行
政
相
談

おら

しせ
町町からから

　

行
政
相
談
は
、
行
政
相
談
委
員
が
国
の
行

政
に
関
す
る
相
談
を
聞
き
、
制
度
や
運
営
の

改
善
に
活
か
す
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

　

佐
藤
清
美
委
員
に
よ
る
行
政
相
談
の
日
程

は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

日 　

４
月
10
日
㊊
　
午
後
１
時
30
分
～

 

場 　

湯
沢
町
公
民
館　

３
階　

会
議
室
１

 

問 　

企
画
政
策
課　

企
画
係

　
　

 
☎
0
2
5
・
7
8
4
・
3
4
5
４

体
験
工
房
「
大
源
太
」
で

自
家
製
の
味
噌
作
り
を
し
よ
う

おら

しせ
他他団体団体

　

体
験
工
房
「
大
源
太
」
で
は
、
魚
沼
地
域

な
ら
で
は
の
食
文
化
の
保
存
と
伝
承
と
を
目

的
に
、
４
月
の
中
旬
に
「
自
家
製
味
噌
」
を

仕
込
み
ま
す
。

　

原
料
は
、
県
内
産
の
「
え
ん
れ
い
」
と
体

験
工
房
「
大
源
太
」
で
仕
込
ん
だ
自
家
製
米

麹
を
使
用
し
、
防
腐
剤
や
化
学
調
味
料
等
は

一
切
使
用
し
な
い
、
美
味
く
て
安
心
な
自
家

製
の
味
噌
作
り
を
行
い
ま
す
。

　

気
の
合
っ
た
グ
ル
ー
プ
や
お
子
様
と
一
緒

に
、
味
噌
作
り
に
挑
戦
し
て
昔
な
が
ら
の
魚

沼
地
域
の
食
文
化
を
体
験
し
て
下
さ
い
。

 

日 　

�

４
月
中
旬
（
日
程
の
調
整
を
行
い
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
）

 

場 　

旭
原 

体
験
工
房
「
大
源
太
」

味
噌
作
り
工
場

 

費 　

〇�

出
来
味
噌
約
20
㎏
・
米
麹
買
い
取
り

の
場
合 

…
1
2
，8
2
4
円
（
税
別
）

〇�

出
来
味
噌
約
20
㎏
・
麹
用
の
米
持
込

の
場
合 

…  

7
，7
0
0
円
（
税
別
）

 

申 　

４
月
３
日
㊊ 

締
め
切
り

※�

出
来
味
噌
20
㎏
は
、大
豆
5
㎏
・
天
日
塩
2
．

5
㎏
・
米
5
㎏
の
材
料
を
蒸
し
麹
に
す
る
こ

と
に
よ
り
概
ね
20
㎏
の
重
さ
に
な
り
ま
す
。

※�

1
回
で
最
大
60
㎏
の
大
豆
（
出
来
味
噌
約

２
４
０
㎏
）
を
仕
込
む
こ
と
が
出
来
ま
す

の
で
、
何
人
か
の
グ
ル
ー
プ
で
一
度
に
仕

込
む
こ
と
も
出
来
ま
す
。

※�

麹
用
の
米
は
、
申
し
込
み
の
時
に
体
験
工

房
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
は
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

問 　

体
験
工
房
大
源
太

☎
0
2
5
・
7
8
7
・
1
1
2
1

FAX
0
2
5
・
7
8
7
・
1
1
2
2

猫
の
譲
渡
会

イン

ベト
他他団体団体

 

日 　

４
月
16
日
㊐
　
午
後
１
時
～
３
時

 

場 　

イ
オ
ン
六
日
町
店 

１
階 

西
口
階
段
脇

※�

事
前
に
予
約
を
い
た
だ
い
た
方
を
優
先
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
不
妊
・
去
勢
手
術
の
実
施
と
完
全
室
内
飼
い

が
条
件
で
、
基
本
健
康
診
断
費
用
等
が
か

か
り
ま
す
。
引
き
渡
し
は
後
日
、
ご
自
宅

に
な
り
ま
す
。

 

問 　

魚
沼
ア
ニ
マ
ル
サ
ポ
ー
ト　

笛
木

　
　

☎
０
９
０
・
１
５
３
３
・
４
８
０
５

４
月
の
粗
大
ご
み
収
集
日
と

予
約
締
切
日
の
お
知
ら
せ

おら

しせ
町町からから

　

粗
大
ご
み
を
ご
自
分
で
施
設
に
搬
入
で
き

な
い
方
は
、
予
約
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
粗

大
ご
み
を
収
集
し
ま
す
（
有
料
）。

  

日 　

収
集
日

４
月
６
日
㊍（
４
月
３
日
㊊ 

締
め
切
り
）

４
月
20
日
㊍（
４
月
17
日
㊊ 

締
め
切
り
）

  

申   

・  

問 

　 
環
境
農
林
課　

　
　
　
　   

☎
0
2
5
・
７
８
８
・
０
２
９
１

2022 年 2023 年 増減

発生件数 7 件 10 件 ＋  3

死亡者数 0 人 0 人 0

負傷者数 10 人 10 人 0

湯沢町の交通事故発生状況

（2023 年１月１日～ 2 月 28 日）

まちのうごき
２月届出分 ２月28 日現在 前年比

出生 2 人 男 4,093 人 ＋  3

死亡 17 人 女 3,875 人 － 35

転入 21 人 計 7,968 人 － 32

転出 34 人 世帯 4,053 戸 ＋ 84
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選挙管理委員選挙管理委員会会からのお知らせからのお知らせ  問 　湯沢町選挙管理委員会　☎ 025 ー 784 － 2212

新潟県議会議員一般選挙新潟県議会議員一般選挙
4 月９日㊐

 会場 　湯沢町役場　３階 大会議室開票は午後８時から

 参観 　選挙人（今回の選挙の有権者）は、開票を参観することができます。

午後７時から午後 7 時 30 分まで、湯沢町役場にて受付を行います。　

なお、座席に限りがありますので、希望者多数の場合は「くじ」による抽選とさせていた

だきます。あらかじめご了承願います。

※開票場内では携帯電話等は使用できません。お持ちの方は電源を切ってください。

●�満 18 歳以上（平成 17 年４月 10 日以前に

生まれた方）の日本国民

●�令和４年 12 月 30 日までに湯沢町の住民

基本台帳に登録してある方

＊投票できる人＊

　指定病院（施設）に入院（所）している場合や、

長期間遠隔地に滞在している場合など、投票所

へ行けない理由によって不在者投票の手続きが

必要になります。お早めに選挙管理委員会へお

問い合わせください。

＊不在者投票について＊

 日時 　４月１日㊏～４月８日㊏
  午前 8 時 30 分～ 午後 8 時

 場所 　湯沢町選挙管理委員会  （役場３階 会議室３）

※入場券を持ってお越しください。

　�（入場券がなくても選挙権があり、選挙人名簿に登録されて

いる方であれば投票できます。）

※�選挙期日に投票できない見込みであることを示す「宣誓書」

を記入していただきます。

投票日に行けない方のために　期 日 前 投 票

投票区 投票所 投票区の地区 投票時間

第 1 投票区 旧湯沢町公民館浅貝分館 浅貝

午前 7 時～ 午後６時第 2 投票区 二居集会所 二居

第 3 投票区 旧三俣小学校 三俣 1・三俣 2・大島・八木沢

第 4 投票区
湯沢学園

地域交流センター
芝原・七谷切・戸沢・平沢・田中・堰場・原新田
栄町・小原・宮林

午前７時～ 午後７時

第 5 投票区 旧土樽小学校
中子・添名・原・西原・萩原・中里・古野一
古野二・岩原高原・松川・土樽・土樽スキー場

第 6 投票区 滝之又会館 小坂・滝ノ又・谷後・旭原

第 7 投票区 湯沢町公民館
一之町・駅通・上中・谷地・下熊野・上熊野
石白・湯鉄神立・楽町・下中・幅下・諏訪・愛宕
堀切・湯元・布場・滝沢・西中・西山

投票日の投票所 ・投票時間 （投票所により時間が異なります）

投票所には入場券を忘れずにお持ちください。入場券を紛失した場合でも、選挙権があり、選

挙人名簿に登録されていれば投票できますので、投票所にて係員までお申し付けください。
入場券を忘れずに
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マイナンバーカード申請手続きのご案内
土曜窓口・時間外窓口の日程をお知らせします

　マイナンバーカードの申請や受け取りで、通常の開庁時間内に来庁できない方を対象に専用の窓口を開設します。

 ４月の開庁日時 

  ・４月  ８日㊏　午前８時 30 分～正午まで

  ・４月 13 日㊍　午後７時まで

  ・４月 22 日㊏　午前８時 30 分～正午まで

  ※住民票・戸籍などの事務は行いません。

 受付窓口 

　湯沢町役場　町民課　

 必要書類等 　※以下４点すべてお持ちください

　・写真付きの本人確認書類１点

　　（運転免許証、パスポート、在留カードなど）

　・その他の本人が確認できる書類１点

　　（保険証、年金手帳、医療受給者証など）

　・通知カード【紛失した場合は不要】

　・住民基本台帳カード【紛失した場合は不要】

※窓口でタブレット端末により無料で顔写真を撮影し申請が可能です。

　ご自身で顔写真を用意する場合は、縦 4.5 ㎝×横 3.5 ㎝の写真でご用意ください。

※�必要書類等をすべて用意できない場合でも申請は可能です。ただしカード受け取りの際は、原則本

人が必要書類を持参し来庁していただく必要があります。詳しくはお問い合わせください。

 問 　町民課　☎ 025 － 784 ー 3453

令和５年２月末までにマイナンバーカードを申請された方は、
マイナポイントの対象となります

マイナポイントは令和５年５月末までに申込手続き・チャージ等を行う必要がありますの
でお早めに手続きをお願いいたします。

湯沢町スキー場振興協議会からのお知らせ
2023 湯沢町スキーリフト券等共通乗車証をお持ちの方を対象とした、リフト等乗車券特別料金のご案内

※�ご購入の際は、各リフト券売り場で 2023湯沢町スキーリフト等共通乗車証をご提示ください。みつまたス

テーションはスキー場事務所で、田代ステーションは窓口にて発行いたします。

※記載内容については、各スキー場にお問い合わせください。

※�積雪状況等により、各スキー場の営業期間終了が早まる場合がありますので、お出かけ前にお問い合わせ

ください。

スキー場 営業期間（予定） 料金 問い合わせ

苗場スキー場 ４月９日㊐
１日券　

 中学生以上：1,000 円
☎ 025 ー 789 － 4117

かぐらスキー場

（かぐら・みつまたエリア）
５月 21 日㊐ １日券

 大　　　人：2,500 円

 シ　ニ　ア：2,000 円

 中・高校生：1,500 円

☎ 025 ー 788 － 9221
かぐらスキー場

（田代エリア）
５月７日㊐

神立スノーリゾート ４月 16 日㊐
１日券

 大人、シニア、子ども

一律：1,000 円

☎ 025 ー 788 ー 0111
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町営原新田住宅・東山住宅入居者募集
単身用１戸、世帯用３戸の入居者を募集します

 入居資格 

❶湯沢町に住所または勤務場所がある人

❷現に住宅に困窮している人

❸町税および町使用料等の未納がないこと

❹暴力団員でないこと

❺各種入居資格要件に該当する人

❻�算定所得額が 189 万６千円（年額）、災害等の事由に

より困窮している場合は 256 万８千円を超えない人

※�算定所得額とは世帯全員の所得額から次の控除を差

し引いた金額で計算します。

　○給与所得者等控除１人 10 万円

　○同居・外の扶養１人 38 万円

　○老人扶養（70 歳以上）10 万円

　○特定扶養親族 25 万円

　○障害者控除 27 万円

　○特別障害者控除 40 万円

　○ひとり親控除 35 万円

　○寡婦控除 27 万円

 家　　賃 

　算定所得額により決定します。

 提出書類 

①町営住宅入居申込書

②住民票の写し

③収入額を証する書類（所得証明書等）

④納税証明書

⑤入居資格要件に該当することがわかる書類

　※提出書類は返却いたしません。

 申込受付 

　３月 27 日㊊～４月７日㊎
　（ただし土曜・日曜・祝日は除く）

　午前８時 30 分～午後５時まで

 受付場所 

　建設課 維持管理係にご持参ください。

 選考方法 

　入居資格審査後に選考審査を行い、必要に応じて抽

選会により入居者を決定します。

 入居に必要な手続事項 

　入居決定のあった日から 10 日以内に、次の手続き

が必要です。

▽�町長が適当と認める連帯保証人の連署する請書の提

出が必要です。

※�連帯保証人の要件は湯沢町もしくは南魚沼市に居住

し、入居者と同等かそれ以上の所得がある方です。

▽町が指定する納付期限内に敷金の納付が必要です。

  問  ・   申 　建設課　維持管理係　 ☎ 025 ー 784 ー 4852

住宅名 町営原新田住宅（単身用） 町営東山住宅（世帯用）

所在地 湯沢町大字神立 1332 番地３ 湯沢町大字神立 4124 番地 9

募集戸数 単身用　１戸　 世帯用　3 戸（単身者は応募できません。）

規格等

平成 14 年築　高床式木造平屋建

床面積　約 56.5 ㎡

和室６畳（２部屋）、台所６畳、トイレ、浴室

物干し場、地下（ピロティ）

昭和 60 年　高床式 RC ３階建

床面積　約 74.2 ㎡

和室 6 畳（2 部屋）、和室 4.5 畳、台所 7.5 畳

トイレ、浴室、サンルーム、バルコニー

地下（ピロティ）

敷金 40,000 円 50,000 円

家賃月額
14,700 ～ 39,100 円

（世帯の所得額によって異なります。）

19,800 ～ 52,500 円

（世帯の所得額によって異なります。）

町営原新田住宅 町営東山住宅
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固定資産課税台帳等の縦覧・閲覧  問 　税務課　☎ 025 ー 784 － 3452

固定資産課税台帳
固定資産課税台帳のうち自己の資産について記載された部分を見る
ことができるとともに、借地・借家人等も課税台帳の閲覧ができます。

閲覧できる方 閲覧に必要な書類 閲覧物件

納税義務者、その代理人および同居の親族
本人確認ができる運転免許証やマイナンバー
カードなど
※代理人の場合は上記のほかに委任状が必要

当該納税義務者に関わ
る固定資産

借地人
・土地の賃借権を有する者
・その他の使用または収益を目的とする権利　
　（対価が支払われているもの）を有する者

賃貸借契約書の原本など契約関係の証明ができ
るものと、本人確認ができる運転免許証やマイ
ナンバーカードなど

当該権利の目的である
土地

借家人
・家屋の賃借地を有する者
・その他の使用または収益を目的とする権利　
　（対価が支払われているもの）を有する者

賃貸借契約書の原本など契約関係の証明ができ
るものと、本人確認ができる運転免許証やマイ
ナンバーカードなど

当該権利の目的である
家屋およびその敷地で
ある土地

固定資産の処分をする権利を有する一定の者
・所有者（賦課期日後に取得した者）
・破産管財人等

税務課までお問い合わせください
当該権利の目的である
固定資産

湯沢町役場税務課

令和５年度　土地・家屋価格等縦覧帳簿
納税者が所有する土地・家屋の価格と、他の納税者の土地・家屋の価格を比較できる
ように、縦覧ができます。

閲覧できる方と閲覧物件

閲覧

閲覧場所

・250 円
（�ただし、令和５年度分については、縦覧期間〈４月

３日～５月 31 日〉は無料です。）

・コピー代　１枚につき 30 円
閲覧期間

縦覧

通年　午前８時 30 分～午後５時

（役場閉庁日を除く）　

湯沢町役場税務課

縦覧場所 手数料

必要なもの

手数料

無料（コピーは不可）

本人確認できるもの（運転免許証かマイナンバーカード等）

縦覧期間

４月３日㊊～５月 31 日㊌
午前８時 30 分～午後５時（役場閉庁日を除く）

縦覧できる方

○土地・家屋の固定資産税納税者および同居の親族

○納税者の代理人（委任状が必要）

縦覧帳簿

○土地価格等縦覧帳簿

　所在地番、地目、地積、価格

○家屋価格等縦覧帳簿

　所在地番、家屋番号、用途、構造、床面積、価格

帳簿や台帳の内容について、電話での問い合わせにはお答えしていません。ご了承ください。 
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各種住宅等支援制度

※土曜・日曜・祝日の受付は行っておりません。

　町では、皆さんの住宅環境の向上を目的に、予算の範囲内において補助を行います。

詳細につきましては、各担当課へお問い合わせください。また、町ホームページからも

ご覧いただけます。

各種住宅等支援制度

事業  および　 受付期間 補　助　対　象 補助率および補助金 担当課

住宅バリアフリー化

工事補助金事業

 （4 月 1 日～ 12 月 28 日） 

町内に所在する個人所有の住

宅のバリアフリー化工事を行

うもの

50％

（限度額 20 万円）

建設課
☎ 025 ー

784 ー 4852

事業用施設バリアフリー化

工事補助金事業

 （4 月 1 日～ 12 月 28 日） 

町内に所在する事業用施設の

バリアフリー化工事を行う

もの

50％

（限度額 50 万円）

克雪すまいづくり支援事業

 （4 月 1 日～ 10 月 31 日） 

克雪住宅（融雪式・耐雪式・

落雪式）を新築・増築または

克雪住宅に改良するもの

13.2％～ 22％
（�限度額 33 万円～ 55 万円）
※�世帯状況や住宅の形式に

より、補助率・限度額が
異なります。

屋根雪下ろし安全対策

支援事業

 （4 月 1 日～ 10 月 31 日） 

屋根雪下ろし事故防止工事（命

綱固定アンカー・転落防止柵

の設置）を行うもの

50％・66％
（�限度額 10 万円・15 万円）
※�世帯状況により、補助率・

限度額が異なります。

木造住宅耐震診断支援事業

 （4 月 1 日～ 10 月 31 日） 

昭和 56 年 5 月 31 日以前の

基準で建築された木造建築物

の耐震診断を行うもの

６～８万円

木造住宅耐震改修支援事業

 （4 月 1 日～ 10 月 31 日） 

上記の診断を行ったもので、

結果耐震改修の必要があり、

その改修を行うもの

限度額 65 万円

高齢者・障がい者向け

住宅整備補助事業 

 （通年） 

対象者（介護保険の要介護・

要支援の認定を受けているか、

身体障害者手帳１・２級、療

育手帳 A のいずれかを所持し

ている方）またはその親族が

所有し、かつ対象者が居住す

る既存の住宅について、バリ

アフリー等の工事を行うもの

50％～ 100％
（�補助基準額上限 50 万円

ただし介護保険の要介護・
要支援の認定を受けてい
る者は 30 万円）

※�世帯状況により、補助率
は異なります。

※�世帯の収入が一定以上の
場合は補助事業対象外と
なります。

福祉介護課
☎ 025 ー

784 ー 4560

令和５年度

△町ホームページ

　住宅関係補助金
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 配  信  期  間 　令和５年 5 月中旬～ 11 月下旬（予定）

 配  信  日  時 　平日午後（土曜・日曜・祝日は配信しません）

※クマの出没・目撃情報は随時配信します。

 配信登録方法 　タイトルに「さる・くま情報メール希望」と

入力し、次のメールアドレスにメールを送信

してください。

送信先アドレス ▽ nourin@town.yuzawa.lg.jp

※�上記アドレスからのメールを受信できるよう、メールの設定

をしてください。

※�登録は無料ですが、メールを受信するために必要な接続料・

通信料等はご本人負担となります。

※�配信登録を行ったにも関わらず、情報メールが届かないとい

う場合は、湯沢町鳥獣被害防止対策協議会（事務局：環境

農林課 ☎ 025 ー 788 － 0291）へお問い合わせください。

○配信メールのイメージ【例】

【サル情報】

発信機取付サル群の「本日の居場所」を送信し

ます。

・  ch1 群（□□付近出没群 142.940MHz）

　本日：10 時 00 分、○○地内、△△付近

【クマ情報】

・  本日13 時 00 分頃、○○地内（△△付近）で、

　クマ（体長 1m 程度）の目撃情報がありま

　した。

　湯沢町鳥獣被害防止対策協議会では、町内に出没するサルの群れに、発信器を順次取り付けています。サルに

よる農作物被害を防止するため、発信器から受信したサルの群れの位置情報を、メール配信します。最寄りの群れ

の行動を把握することで、追い払いなどの対策にお役立てください。

「さる・くま情報メール」を配信します！

湯沢町鳥獣被害防止対策協議会のブログにて、

各群の移動履歴地図（テレメトリー調査結果）

を公開しています。

▽http://yuzawa-sarukuma.blogspot.jp/

 問 　湯沢町役場 環境農林課　☎ 025ー 788ー 0291

　　 南魚沼警察署　☎ 025ー 770ー 0110
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新
入
学
（
園
）
児
を
守
る
交
通
安
全
週
間
４
月
６
日
㊍
～
４
月
12
日
㊌

30 年 元年 ２年 ３年 ４年 増減数

発生件数 215 184 149 133 113 － 20

死者数 0 3 1 1 1 0

負傷者数 245 205 172 144 126 － 18

⚠子どもの交通事故発生状況⚠

令和４年中、子どもが死傷した
事故の状態別は
・自動車同乗中が４割
・自転車乗車中が３割
・道路横断中（飛び出し含む）が
約２割となっており、路上遊戯中
の交通事故も発生しています。
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　湯沢町で活動中のサークルを紹介します。 生涯学習の

テーマである “自発的意思で学ぶ” サークル活動です。

趣味、スポーツ、芸能、文化、実用的な知識の習得など、

興味のある方は、 湯沢町公民館までご連絡ください。

※�その他のサークルや興味のある活動、やってみたい

活動についてのご相談も湯沢町公民館で受付中です。

湯沢町サークル紹介湯沢町サークル紹介

 問 　湯沢町公民館　☎ 025 ー 784 ー 2460

はがき絵サークル
七の花会

絵画サークル絵夢

代表者 　樺澤　庄治

活動場所 　湯沢町公民館 ３階　実習室

日時 　�4 月～ 11 月 第 2 水曜日 13：30 ～ 15：30

代表者 　林　信行

活動場所 　湯沢町公民館 １階　研修室

日時 　�4 月～ 11 月 毎週金曜日 13：30 ～ 15：30

季節の花や野菜、くだもの、風景等をはがきに描いています。

自分の好きなものを描きます。趣味を広げ、親睦を図ります。

初心者も大歓迎です。

絵画の制作や美術館見学や写生旅行などを通して技術の向上

と会員相互の親睦を図りながら作品展を開きます。

内容 /★対象

内容 /★対象

ジャンル

はがき絵

ジャンル

絵画

手編みサークル

代表者 　武田　節子

活動場所 　湯沢町公民館 1 階　和室

日時 　�月 4 回　※ 8 月は休み 月曜日 13:00 ～ 16:00

会員 10 名、講師はおりません。各自自由に作品を編んでい

ます。わからない所はお互いに教え合い（本を見ながら）、

編みます。ぜひ一度来て見てください。

内容 /★対象

ジャンル

編み物

あじさい

代表者 　志田　春美

活動場所 　湯沢町公民館 3 階　会議室

日時 　�5 月～ 11 月 月 2 回　月曜日 13：30 ～ 16：00

月２回きものに関して、豆知識の勉強したり、毎回楽しく着

付けの練習をしています。時々、着物を着てお茶をしたり、

街歩きを楽しんでいます。誰でも歓迎します。興味のある方

は、1 度見に来てください。

内容 /★対象

ジャンル

着付
かたくりっ娘

代表者 　髙橋　えり子

活動場所 　湯沢町公民館 １階　和室

日時 　�月 2 回　 月曜日 19：30 ～ 21：30

一般的な着物の着付けから、おしゃれな帯の結び方、和装に

ついてのあれこれなど、楽しい時間です。一緒に手持ちの着

物を着てみませんか？一人では難しくてもサークルなら大丈

夫。一回ずつの参加も有です。

内容 /★対象

ジャンル

着付

華の会

代表者 　貝瀬　健太

活動場所 　湯沢町公民館 １階　研修室

日時 　�月 2 回程度 木曜日 19：30 ～ 21：00

毎月 2 回公民館にて「華道家元池坊」を流派として、生け

花を行っています。お花が好きな方や生け花に少しでも興味

のある方でしたら、ぜひ一度体験してみませんか？

内容 /★対象

ジャンル

生花
両山短歌会

代表者 　鈴木　スミ子

活動場所 　湯沢町公民館 

日時 　�4 月～ 12 月  月 1 回　中旬ころ  13：30 ～ 16：00 頃

短歌は人生の記録にもなります。この会は昭和 55 年に発足

しました。全国コスモス短歌会所属の南雲武貞先生を中心に、

喜び、哀しみ、感動を詠み続けて来ました。月１回の勉強会

は楽しいです。初心者の方も大歓迎です。

内容 /★対象

ジャンル

短歌
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湯沢町サークル紹介湯沢町サークル紹介

句会紅山桜

代表者 　樋口　恒子

活動場所 　湯沢町公民館 １階　研修室

日時 　第 1、3 火曜日 10：00 ～ 11：30

定例句会を第１、第３火曜日に開催し、俳句のこころ（投句）や「広

報ゆざわ」に投稿しています。吟行会も行いたいと、和気あい

あい親睦を深めています。人生百歳。公民館へ自分の足で参加

したい方。一度覗いてみてください。

内容 /★対象

ジャンル

俳句
絵本の読み聞かせ

ボランティア　虹の会

代表者 　南雲　フイ子

活動場所 　湯沢町公民館・高齢者施設

認定こども園・小学校等

赤ちゃんから高齢者までを対象に絵本の読み聞かせをするこ

とで、その楽しさ、心地よさを伝えていきたい。また、読み

手としても同様に楽しむこととする。

内容 /★対象

ジャンル

読み聞かせ

原発をなくす湯沢の会

代表者 　高波　菊男

活動場所 　湯沢町公民館 

日時 　�第 2 火曜日 19：00 ～ 21：00

毎月 1 回学習会を開催し、原発や放射線の事、原発被災者

の事、再生可能エネルギーの事などを勉強および交流してい

ます。福島の原発被災地を訪れたり、反原発の講習会や集会

に参加したりしています。

内容 /★対象

ジャンル

学習
湯の町湯沢平和の輪

代表者 　笛木　壌

活動場所 　湯沢町公民館 3 階　会議室 2

日時 　第 3 日曜日 13：30 ～ 15：30

私たちは“平和に生きる権利”を大切にし、平和と平和憲法

について学び、考え合うことを中心に活動を行っています。

「会員の創意と総意で、内容のある楽しい企画を」と努力し

ています。

内容 /★対象

ジャンル

学習

メロディー

代表者 　林　葉子

活動場所 　湯沢町公民館 ２階　練習室

日時 　毎週金曜日 （ただし 12 月～月２回）9:30 ～ 12:00

シニア層が中心となってピアノの勉強会（主に基礎練習）に

励んでいる（活動歴 7 年）熟年ビギナーグループです。

内容 /★対象

ジャンル

ピアノ
ゆざわコカリナクラブ

代表者 　岸野　節子

活動場所 　湯沢町公民館 2 階　練習室

日時 　第 2・4 日曜日 9：30 ～ 12：00

コカリナは、どこにでも持っていける、とっても小さな木の

笛です。音楽の経験など問わず、どなたでもすぐに音が出せ

ます。自然でやさしい音色ですよ！新メンバーも加わり、楽

しく活動しています。ご一緒に楽しみませんか？

内容 /★対象

ジャンル

コカリナ

湯沢ハーモニカクラブ

代表者 　佐藤　正昭

活動場所 　湯沢町公民館 2 階　練習室

日時 　第 2・4 火曜日 13：30 ～ 15：00

会員間の懇親を図り、いろんな曲に挑戦しています。各種催

し物や施設等へ訪問し、演奏を行っています。

内容 /★対象

ジャンル

ハーモニカ
大正琴花水木の会

代表者 　林　君子

活動場所 　湯沢町公民館 3 階　会議室

日時 　月 3 回　金曜日 9：30 ～ 15：30

大正琴愛好者で親睦を図り、楽しく練習し、各施設でのボラ

ンティア活動やイベント、発表会等に参加しながら、楽しん

でいます。弓琴の練習もやっていますので、ぜひ参加をお待

ちしています。興味のある方、どなたでも大歓迎、随時、募

集しています。

内容 /★対象

ジャンル

大正琴
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湯沢町サークル紹介湯沢町サークル紹介

津軽三味線一文会

代表者 　藤田　康文

活動場所 　湯沢町公民館 2 階　練習室

日時 　�毎週木曜日 18：00 ～ 21：30

津軽三味線の基礎から曲弾きまでマンツーマンで丁寧に指導

します。1 人 30 分の稽古です。技能に合わせて、ボランティ

ア演奏や舞台出演、ホテル等での演奏に参加できます。一緒

に楽しく演奏しませんか。

内容 /★対象

ジャンル

津軽三味線
ラ・フール

代表者 　市川　忠史

活動場所 　湯沢町公民館 2 階　練習室

日時 　�4 月～ 12 月月 3 回程度 土曜日 13：00 ～ 17：00

昭和歌謡を中心に、その時流行した歌（外国音楽含む）を演

奏しています。現在メンバーは 3 人、キーボード、ベース、

ヴォーカルとギターです。

活動は土曜日を中心に練習しています。

内容 /★対象

ジャンル

バンド

音楽サークル
パプリカ

代表者 　髙橋　直美

活動場所 　湯沢町公民館 2 階　練習室

日時 　不定期

大人が楽しむ姿を子どもに見せつけたい！子育て中でも表現

活動をしたい！とにかく音楽で湯沢を元気にしたい！そんな

仲間が集まっています♪　☆自分で楽器等必要な機材を用意

できる方、子どもが大好きな方（子連れで参加歓迎）

内容 /★対象

ジャンル

バンド
エマノン・バンド

代表者 　島田　智宏

活動場所 　湯沢町公民館 2 階　練習室

日時 　�原則毎週土曜日 午後（メンバーの予定に合わせます）

竹内まりや、今井美樹や ZARD など昭和・平成の J-POP の演

奏を練習しているバンドです。現在のメンバーの年齢は 50 歳

以上です。皆さんの前で発表できるようになることが目標です。

歌や楽器演奏が好きな方は一度練習を見に来てください。

内容 /★対象

ジャンル

バンド

チェリー会

代表者 　髙波　恵子

活動場所 　湯沢町公民館 2 階　練習室

日時 　�4 月～ 11 月 第 1・3 火曜日 13：30 ～ 15：30

私たちと一緒に歌を楽しみませんか。心を一つにしたとき、

美しいハーモニーが生まれます。ぜひ体感してみてください。

興味のある方、練習日に見学にお越しください。

内容 /★対象

ジャンル

コーラス
湯沢ソシアル
ダンスクラブ

代表者 　髙橋　好信

活動場所 　湯沢町公民館 2 階　ホール

日時 　�毎週金曜日 19：30 ～ 21:30

社交ダンスの技術の習得と会員相互の親睦。音楽に合わせ楽

しく体を動かして見ませんか？　初心者も歓迎です。

内容 /★対象

ジャンル

社交ダンス

ダンスサークル
『花水木』

代表者 　髙橋　昌也

活動場所 　湯沢町公民館 2 階　ホール

日時 　� 毎週水曜日 9：30 ～ 11：30

鈴村先生指導の下、社交ダンスの各種目を練習し、いろいろ

な場所でリズムに乗って、楽しく、踊れるようになる。

内容 /★対象

ジャンル

社交ダンス
よさこい湯沢雪華

代表者 　髙橋　幸子

活動場所 　湯沢町公民館 2 階　ホール

日時 　�5 月～ 11 月 毎週火曜日 19：30 ～ 21：00

鳴子や扇子などを使って、音楽に合わせて、よさこい踊りを

します。振り付けは自分たちで付けた曲もあります。たくさ

ん汗をかけるし、楽しく踊れます。お祭りやイベント等にも

たくさん参加します。

内容 /★対象

ジャンル

よさこい
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湯沢町サークル紹介湯沢町サークル紹介

湯沢フラの会

代表者 　森下　律子

活動場所 　湯沢町公民館 1 階　和室

日時 　�第 2．4 金曜日 13：30 ～ 16：00

フラダンスを通じて、各種ボランティアへの参加、会員相互

の親睦と健康のために活動しています。興味のある方、私た

ちと楽しく笑顔でハンドモーションやステップをふんで、フ

ラを踊ってみませんか。

内容 /★対象

ジャンル

フラダンス
プルメリア

代表者 　花岡　紫歩

活動場所 　湯沢町公民館 2 階　練習室

日時 　�4 月～ 12 月 毎週水曜日 19：00 ～ 20：30

一緒にフラダンスを楽しみましょう♪ 基礎を大切に練習を

重ね、湯沢町のイベントやその他さまざまなステージで発表

しています。基本から丁寧に練習していきますので、初めて

の方も安心してご参加ください。

内容 /★対象

ジャンル

フラダンス

タマちゃんクラブ

代表者 　髙橋　ミチ子

活動場所 　湯沢町公民館 2 階　ホール

日時 　�4 月～ 12 月 月 3 回水曜日 19：30 ～ 21：00

中高年に合わせた有酸素運動のエアロビクスを中心に、無理

のない筋トレ、ストレッチと曲に合わせて楽しく運動をし、

しなやかでいつまでも動ける身体を目指します。少し汗をか

いて楽しく動いてみませんか。

内容 /★対象

ジャンル

エアロビクス
ゆるヨガ

代表者 　ヨガインストラクター　yuki

活動場所 　湯沢町公民館 1 階　和室

日時 　�毎週木曜日 19:30 ～ 21:00

2017 年に発足したヨガサークルです。ヨガには、腰痛、膝

痛の緩和、血圧の低下など体の不調だけでなく、心の不調に

も効果が期待できると言われています。少人数でゆる～く楽

しく活動しています。興味のある方はお問い合わせください。

内容 /★対象

ジャンル

ヨガ

湯沢走ろうよ会

代表者 　南雲　敏夫

活動場所 　湯沢カルチャーセンター前集合 

日時 　�4 月～ 10 月 毎週水・日曜日 6：00 ～ 6：50 頃

週 2 回の早朝ジョギング・ウォーキングと年数回各地への

トレッキングやウォーキングツアーを実施しています。健康

維持・向上を目指す方も歓迎です。

内容 /★対象

ジャンル

ジョギング
グリーンボールの会

代表者 　立柄　文雄

活動場所 　湯沢中央公園有料施設 グラウンドゴルフ場

日時 　�5 月～ 11 月 月 2 回・日曜日 8：30 ～ 10：30

内容 /★対象

ジャンル

グラウンドゴルフ

湯沢キャンサー

代表者 　水落　晃子

活動場所 　湯沢学園第２体育館 

日時 　�毎週水・日曜日、時々土曜日 19：00 ～ 21：00

毎週日曜日をメインに学園体育館にてバレーボールの練習を

しています。お子様連れ、性別問いません。バレーボール好

きの方お待ちしております。

内容 /★対象

ジャンル

バレーボール
メタボクリア

代表者 　小野塚　淳

活動場所 　湯沢学園第２体育館 

日時 　毎週月曜日 19：00 ～ 21：00

スポレックで汗を流しています。スポレックは、スポンジボー

ルを使ったテニスに似たスポーツです。初心者、歓迎します。

内容 /★対象

ジャンル

スポレック

グラウンドゴルフは誰もが、いつでも手軽にできるスポーツ

です。そんなグラウンドゴルフを通じて親睦を深めている会

です。皆さんも一緒に楽しんでみませんか！
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令和 5年度

湯沢町公民館講座生募集

公
民
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座
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輪
を
広
げ
ま
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か
⁈
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て
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！
」
か
ら
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た
な
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を
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つ
け
ま
し
ょ
う
！

受講の申し込みは

４月 11 日㊋ まで

★魚沼地域定住自立圏企画講座・・・�★の講座は全て魚沼地域（湯沢町・南魚沼市・魚沼市）在住の方が受講できる講座です。

ただし、定員を超える場合は湯沢町在住者を優先いたします。

学習の講座 費 ：受講料　人 ：定員　師 ：講師　期 ：期間　内 ：内容

費  4,000円  人  15名  師  ALT  期  ５月～ 11 月 火曜日（全 20 回）19：00 ～ 20：30 　内  英会話を

始めてみたいと思っている方、初級者の方を対象に、湯沢学園で子どもたちに英語を教えている外国人講師

（ALT）がていねいに教えてくれます。少しずつ英会話を身につけていきましょう！　初級の方を対象とした

講座です。

★超！初級英会話

　講座（夜）　　

★実用英会話

　講座（昼）　　
費  4,000円  人  15名  師  ALT  期  ５月～ 11 月 水曜日（全 20 回）15：00 ～ 16：30　内  日常会話や

海外旅行などで役立つ実用的な英会話を ALT の先生によるネイティブな英語で学びます。

費  3,000円  人  15名  師  笛木孝雄さん  期  ５月～ 11 月  第 2・4 水曜日（全 12 回）　13：30 ～ 15：30

内  地域に残された古文書をもとに解読の基礎を学ぶ、初心者向け古文書入門講座です。現代と違う文字の書

き方・言葉遣い、当時の人の暮らしなど、ご先祖様が残した歴史を楽しみながら読み解いてみませんか。

★古文書入門講座

費  3,500円  人  15名  師  高橋正明さん  期  ５月～ 11 月  第２月曜日 10 月特別講座 第 4 月曜日（全７回）

9：30 ～ 12：00 内  道沿に佇む石仏やお堂・神社・史跡を訪ねながら湯沢町地内の三国街道を数回に分け

て歩きます。マイクロバスを利用して目的に向かい、そこから各回 2 時間程、散策します。なお、10 月は

三国峠を群馬側まで歩く 1 日コースの特別講座の予定です。

★三国街道を歩く

　湯沢の歴史講座

費 3,000 円  人 10名  師 田村キヨシさん  期 6 ～ 10 月第 2・4 ㊎（8 月休講）（全８回）13：30 ～ 15：00

内  短歌や俳句などを美しい筆文字で書いたり、のし紙やご祝儀袋・芳名帳に滑らかに文字を書けるように

練習します。日頃できなかった事を始めてみませんか。

★美文字講座

　（小筆クラス）

費  1,000円  人  20名  師   医師・保健師・栄養士等 期  ５～ 10 月第４月曜日（8 月休講）（全５回）

10：00 ～ 11：30 内  「40・50 才を過ぎた頃から体の不調が気になり始めた…」なんて事はありませんか？

血管年齢測定や骨密度測定・ストレッチや呼吸法・試食等を体験しながら、睡眠・動脈硬化・骨密度と筋肉量・

認知症・ストレスについて、医師と保健師・栄養士等と楽しく学びましょう。

★知っ得！

　健康講座

費  3,500円  人  15名  師  高橋正明さん  期  ５月～ 11 月  第 2 金曜日（全７回）　9：30 ～ 12：00 内  湯

沢町にある史跡や石仏、寺社を巡り楽しく散策しながら歴史を学ぶ講座です。マイクロバスを利用して現地

に向かいそこから 20 ～ 30 分程度、散策します。10 月には 1 日コースの特別講座を予定しています。

★史跡を巡る　

　湯沢の歴史講座

費 ①～③ 500 円④ 800 円  人 各回 20 名※ 師 高橋正明さん  期 ①５月 12 日㊎、②６月７日㊌、③８月２日㊌
④ 10 月 28 日㊏（全 4 回）　9：30 ～ 12：00 ※ 10 月 9：30 ～ 15：00 内  湯沢町の自然あふれるスポッ

トを歩き、わが町のすばらしさや自然の大切さを再確認します。SDGs ゴール 15「陸の豊かさも守ろう」

に対して私たちにできることのひとつ、実際に自然に触れて森林や生物の多様性を知ることから学びます。

※①～④各回 20 名の参加者を募集いたします。

★湯沢の自然を

　歩く講座

費 開講後決定  人 10 名  師 髙橋明美さん  期 5 月～ 12 月月 2 回　第 2・4 火曜 1 月～ 3 月月 1 回第 4 火曜日（全

17 回）10：00 ～ 11：30  内  ずっと憧れていたピアノ。まさか初日から両手で弾けたなんて！と感激者続出。

70 歳すぎても遅いということはありません。あなたも一歩、踏み出してみませんか？

★おとなの　　

　ピアノ講座

費 3,000 円  人 10 名  師 田村キヨシさん  期 6 ～ 10 月第 1・3 ㊎（8 月休講） （全８回）　13：30 ～ 15：00

内  字のコンプレックスを克服して、日々の暮らしの中で使う文字をキレイな字で書けるように練習して自信

を付けましょう。（自分の使いたい用具　鉛筆・ボールペン・万年筆等）

★美文字講座

　（硬筆クラス）

費  1,000 円  人  20 名  師  髙橋明美さん  期  5 ～ 10 月第 3 水曜（8 月第 4 水曜）（全 6 回）13：30 ～

15：00 内  昭和歌謡や季節の歌を一緒に歌いましょう♪わらべうたや音楽ゲームで楽しく脳も活性化。おひ

とり様もはじめての方も大歓迎です。

★うたごえサロン

費  開講後決定  人  15名  師  陶芸サークル  期  5 月～ 11 月 月曜日（全 17 回）19：00 ～ 21：00　内  自

分だけの器づくりをしてみませんか？温かく味わい深い陶芸にチャレンジ！初心者・経験者問わず募集します。

ぜひご参加ください。

★陶芸講座

趣味の講座 費 ：受講料　人 ：定員　師 ：講師　期 ：期間　内 ：内容

シニア向けスマホ講座（定員 15 名程度）を予定しております。詳細が決まり次第、広報ゆざわ等でお知らせします。
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 申し込み方法 

 対 象 者 　湯沢町民、湯沢町にマンションを所有している方、湯沢町在勤の方

定員に満たない場合は南魚沼市・魚沼市在住の方も受講可。

★ … 【�魚沼地域定住自立圏企画講座】魚沼地域（湯沢町・南魚沼市・魚沼市）在住の方が受講できる講座です。

 申込期間 　令和 5 年 3 月 27 日㊊～令和 5 年 4 月 11 日㊋ 　午前 9 時～午後 8 時　　　

 申込方法 　以下１・２・３のいずれかの方法でお申し込みください。

１．湯沢町公民館事務室窓口でのお申し込み

　　公民館事務室窓口の申込用紙に希望講座・氏名・住所・年齢・電話番号をご記入ください。

２．電話・ファクスでのお申し込み

　　☎ 025 － 784 ー 2460　 FAX 025 － 784 ー 3737

　　希望講座名、氏名・住所・年齢・電話番号をお知らせください。

３．E-mail でのお申し込み　　　　メールアドレス…conta@y-kouminkan.work

　　件名に希望講座名、本文には氏名・住所・年齢・電話番号をご記入ください。　

＊先着順にて決定させていただきます。

＊申込者が 5 名未満で開講出来ない場合や定員となり受講出来ない場合などは連絡させていただきます。

＊受講できる方には、後日要項を送付いたしますので開講日等をご確認の上、ご参加ください。

＊各種ご連絡を郵送いたします。ご住所は番地等の詳細をご記入ください。

 受講料について 

《学習の講座受講料について》●公民館主催の講座

＊�学習の講座（英語等の学習関連）につきましては、公民館が主催し受講料を徴収します。

　・受 講 料 納 入 先：湯沢町公民館

　・受講料納入期間：�４月 17 日㊊～５月９日㊋ 　午前９時～午後８時

　　公民館事務室窓口へ受講料を添え受講手続きをしてください。※土曜・日曜・祝日も納入可能です。

 問 　湯沢町公民館　☎ 025ー 784ー 2460   FAX 025ー 784ー 3737

《趣味の講座受講料について》●開講後受講料決定の講座

＊受講料は講座開講後に講師と受講生が相談して決定します。（受講者数により、一人あたりの受講料が変わります。）

＊各講座内に会計係をおき、受講料を徴収します。

＊全課程終了後、公民館に収支報告をしていただきます。

＊�申込期間終了後のキャンセルはできません。また、中途退講の場合でも、受講料は返金いたしません

のでご留意ください。
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 申  ・  問 　企画政策課　☎ 025 ー 784 ー 3454　FAX 025 ー 784 ー 1818

新型コロナウイルス感染症

感染防止のため参加者は下記のことにご留意ください

〇発熱など体調が悪い方は、参加をご遠慮ください。

〇�参加人数は、1組あたり2名までとさせていただきます。

〇室内の換気のため、窓やドアを開けて行います。

令和 5 年 4 月の開店日 

４月６日㊍

※�指定の用紙にご記入のうえ、事前に役場企画政策課へ提出、もしくはファクスで申し込みが必要です。

※�申し込みは先着順で３組までとさせていただきます。

４月 13 日㊍

①午前　9 時～　9 時 50 分

②午前 11 時～11 時 50 分

田村町長と直接お話しませんか？

締 め 切 り 

気楽な雰囲気の中で、町

民の皆さまの声をお聞

かせください。お気軽に

お申し込みください。

活動の様子を Instagramで発信中！

　こんにちは！地域おこし協力隊の「こば」こと小林大介です！既に知ってくれてい

る方がいれば嬉しいですが、是非この機会に私や協力隊について知っていただけると

なお嬉しいです。湯沢町に移住して２年が過ぎましたが３回目の冬は雪が少なかった！

移住した最初の２年でドカ雪を経験して今年も覚悟していましたが、雪が少ないなら

少ないで生活はしやすくなるものですね。（笑）

　協力隊として着任してから、農作業の他にゲストハウスで食事処のお手伝いをしな

がら地元食材を使った料理を提供してきましたが、春からはいよいよキッチンカーで

「ガレットとクレープ」を提供するお店をスタートさせていこうと思っています！ガ

レットは、簡単に言えばそば粉で作るクレープのようなフランス料理のことです。お

店では滝ノ又産のそば粉を使っており、地域性を出せるように心がけています。

　春はお花見、夏は川遊びやプールのお供に。その時はかき氷も出せたらなぁ～と夢

は広がる一方です♪　もし見かけたら是非お立ち寄りください！ 

　忙しい冬から陽気の春へ移ろいを感じる日々ですが、これからも頑張っていきます！

よろしくお願いします！

担当 : 小林 大介
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　人が住み、出ていく。生まれ、

死んでいく－。あの災厄から

10 年余り。生活も仕事道具も

さらわれ、妻を喪った男はその

地を彷徨い続けた。仙台在住

の書店員作家が、止むことの

ない渇きと痛みを描く。2022

年下半期・芥川賞受賞作品。

　　『孫と楽しむおり紙ヒコーキ』
戸田拓夫 著　いかだ社

　市役所に開設された「2020

こころの相談室」に持ち込まれ

るのは、切実な悩みと気づいて

もらいたい想い、そして知られ

たくない秘密で…。ストレスフ

ルな現代に贈る、あたたかなミ

ステリー。

『答えは市役所 3 階に』
辻堂ゆめ 著　光文社

　日本で JK ライフをエンジョ

イするはずだったのに、突然一

家でインドに移ることに。「ごは

んはカレーしかなくて、汚くて、

治安が悪い」そんなイメージし

かないまま始めたインド生活は

驚きの連続。「あったかくて鮮や

か」。インドのイメージは一変し

た。おかしくて真面目な「エモい」インド滞在記。

『JK、インドで常識ぶっ壊される』

熊谷はるか 著　河出書房新社

利用時間  午前９時～午後８時

貸出冊数  １人３冊まで

貸出期間  14 日間

湯沢町公民館　図書室

新刊のご案内  問 　湯沢町公民館

　　 ☎ 025 － 784 － 2460

２月は、55 冊の新刊図書の入荷がありました。その中から注目の図書を紹介します。

　孫と一緒におり紙ヒコーキ

を楽しみましょう！やさしい

機種からチャレンジヒコーキ

まで、16 機の作りかたをわか

りやすく図解。孫と過ごすひ

とときをもっと楽しむ 7 つの

心得も収録。飛行映像が見ら

れる QR コード付き。

『ゆうべの食卓』
角田光代 著　オレンジページ

『荒地の家族』
佐藤厚志 著　新潮社

　うみは魚たちがねるまえ

に、物語をいつも読んで

あげていました。でも、魚

たちはふざけてばかり。疲

れてしまったうみは…。エ

ストニアの絵本作家がおく

る、おやすみ前の読み聞

かせの大切さについての

シュールで美しい絵本。

『うみ』
 ピレット・ラウド 作　岩波書店

　新型コロナに翻弄されなが

ら離婚を決意する女性、恋人

にふられて料理に目覚めるサ

ラリーマン、実家を売却する

兄弟の宴会…。様々な人生の

ひとコマを「食卓」というキー

ワードで紡いだ短編集。

児童書 児童書
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雪融けによる清津川の増水に注意してください

　本年も融雪出水の時期を迎えました。万全の体制をもって対応をしている

ところではありますが、清津川の増水には十分注意してください。

 問 　電源開発株式会社　奥清津発電所　☎ 025 ー 789 ー 2707

川の増水に備えましょう

　県や市町村では、大雨により河川の氾濫等が発生した際に、命を守るための避難行動に役立つ情報を

提供しています。

　「洪水浸水想定区域図（県・国）」や「洪水ハザードマップ（市町村）」を作成し、インターネットで

公表しているほか、地域振興局や市町村等で閲覧できます。

　県公式アプリの「新潟県防災ナビ」では洪水や土砂災害のハザードマップから

避難所が調べることができるほか、河川水位や河川カメラ画像が確認できます。

　日頃から安全な避難場所や避難経路などを確認しておき、いざという時には

アプリから河川水位等の情報を収集して、避難行動に役立てましょう。

 問 　土木部河川管理課　☎ 025 ー 280 ー 5414

４月は雪解けにより川の水が増える時期です。

ゆざわ UI ターン就職相談会を開催します

 日時 　4 月 28 日㊎　午後１時 30 分から

 場所 　湯沢町商工会　３階　会議室

 申込 　湯沢町商工会にお申し込みください。

  問  湯沢町商工会　☎ 025 ー 784 ー 2522

　湯沢町に UI ターンを希望される方を対象に無料就職相談会を開催します。

お気軽にお申込みください。地元企業があなたの力を求めております。

 対　　象 　�簿記およびパソコンの知識・技術を習得

し、就職を希望する方

 期　　間 　５月 10 日㊌ ～ 11 月９日㊍ 
 時　　間 　平日午前９時 20 分～午後３時 50 分

 会　　場 　�スリーエスＩＴトレーニングセンター　

（十日町市伊達甲 960 ー１）

 定　　員 　18 人

 受 講 料 　無料　※�ただし、テキスト代、受験料等

自己負担あり

 申し込み 　４月 13 日㊍ 　締め切り

ハローワーク南魚沼へお申し込みください。

  問  県立魚沼テクノスクール

　   ☎ 025 ー 794 － 2410

事務エキスパート科１期　令和５年５月入校生募集県立魚沼テクノスクール
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コース名 コース内容 計画日 曜日 時間

エクセル体験
表作成や数値の計算、グラフの作成などができる表計算ソフト

『Microsoft Excel』の簡単な使用方法を紹介します。
5/13 土 13：00 ～ 15：50

パソコン体験コース　（訓練コースを受講しようか検討されている方は、ぜひ体験コースをお試しください。）

コース名 実施期間 曜日 時間帯

小型移動式クレーン運転技能講習
5/8 ～ 11
（４日間）

月・火・

水・木

建設業労働災害防止協会中越駐在室

☎ 0258 ー 86 ー 8102

刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育 5/19（１日） 金
キャタピラー教習所株式会社　

新潟教習センター ☎ 025 ー 232 ー 7611

建築物石綿含有建材調査者講習
5/15 ～ 16
（２日間）

月・火

株式会社東新重工亀田講習センター

☎ 025 ー 381 ー 7726

FAX 025 ー 381 ー 7714

☎ 025 ー 383 ー 0620

FAX 025 ー 381 ー 7714

石綿取扱作業従事者特別教育 5/17（１日） 水

フルハーネス墜落制止用器具

特別教育
5/18（１日） 木

フォークリフト運転技能講習

１１時間コース

5/22・5/26
（２日間）

月・金

フォークリフト運転技能講習

３１時間コース

5/22 ～ 5/25

（４日間）

月・火・

水・木

チェーンソー作業従事者特別教育
5/29 ～ 31
（３日間）

月・火・水

技能講習・特別教育・安全衛生教育

コース名 コース内容 実施期間 曜日 時間

Jw_cad 基礎
パソコンソフト『Jw_cad』を使用し建
築図の作成を行います。製図全般の基本
操作方法を学べます。

5/19 ～ 6/20

（全 10 回）
火・金

18：30 ～ 21：30エクセル基礎
パソコンソフト『Excel』の基本操作、活用
方法を学べます。

5/22 ～ 6/19
（全 9 回

月・水

ワード中高年
文書作成ソフト『Word』の簡単な基礎操
作をゆっくりと何度も繰り返しながら学べ
ます。

5/23 ～ 6/20
（全 9 回）

火・金

ワード中高年
（日中コース）

ワード中高年の土曜日午前コース。夜間コー
スと内容は同じです

5/27 ～ 7/22
（全 9 回）

土 9:00 ～ 11:50

ISO9001:2015
新規内部監査員養成研修

ISO9001 の要求事項を理解し、内部監査員
として従事できるよう研修を行います。

5/30,5/31
（2 日間）

火・水 9:00 ～ 17:00

訓練コース　【南魚沼市中小企業研修受講料補助金の対象コース】

５月訓練コース受講生を次のとおり募集します。

受講料等詳細についてはお問い合わせください。魚沼サンティックスクール

※�事前申込をお願いいたします。申込者が少数の時は、開講

できない場合があります。

※�受講料や申込手続き等の詳細についてはお問い合せまたは

QR コードからもご確認いただけます。

  問 　魚沼サンティックスクール

　 　 ☎ 025 － 772 － 4554

　　  FAX 025 － 778 － 1158

（技能講習の場合）

（特別教育の場合）
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NPO 法人 ユースポ！ 
〒949ー 6102　湯沢町神立628ー 1　湯沢カルチャーセンター内

●☎ 025ー 785ー 2123　● FAX 025ー 785ー 6911　●受付時間　平日12：00～ 18：30
●メール　info@youspo.net　●ホームページ　https://youspo.net https://youspo.net

ユースポ！ＷＥＢ

お気に入り登録！

4 ユ月 の ー ポス 　！

2023 年度ユースポ！ 会員募集のお知らせ

他にも、子どもから高齢者まで様々な年代を対象にいろんなプログラムをご用意しています♪

お申し込みは湯沢カルチャーセンターまで

新年度ユースポ！会員受付中！！
新年度から心も新たに体をメンテナンス♪

筋力・柔軟性・持久力・心肺能力の維持、からだのゆがみ改善、種目のスキルアップ、お

友達の輪、目的は色々で OK！ ユースポ！会員登録をして、始めよう健康的な生活を！

バ レ ー ボ ー ル

する？

水泳
始める？

テニスに
挑戦する？

ユースポ！で子どもたちも♪　何はじめる？ユースポ！で子どもたちも♪　何はじめる？

2種目以上参加する人は断然おとく

　年々購入者が増えるユースポ！パスポート。3 万円

で 2023 年度のユースポ！おとなの教室に出放題！

（※要ユースポ！会員登録、写真もしくは写真代 300 円）

　ヨガ、ピラティス、水泳、ボクシング、居合、けん

こつ体操、月一イベントなど 2023 年度活動的なあな

たに最適なアイテムですよ～。

パスポートのご案内
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日 ：日時・期間　場 ：会場　対 ：対象　費 ：参加費　持 ：持ち物　服 ：服装　申：申し込み

日 ４月 22 日㊏
9：00　カルチャーセンター集合　11：00 頃帰着

▽ コース　★桜ウォーキングコース

カルチャーセンター ▽ ハナミズキ通り ▽ 魚野川沿い

岩原橋往復（4 ㎞）、奥添地橋往復（6 ㎞）、滝

ノ又橋往復（8 ㎞）から体力に合わせて選択

対 誰でも OK（中学生以下は保護者と参加）

費 ユースポ会員 ・愛でる会会員 300 円　非会員 600 円　

　 パスポート会員 ・小学生以下　無料

持 �水分、タオル、ペン

服 �歩きなれた靴、帽子

申 ４月 20 日㊍   最少催行人数８名

4月 22日㊏桜ウォーキング開催！！
　中央公園の花々や岩原桜を愛でながらウォーキング。雪国

の春を楽しみましょう♪

たまにはみんなでウォーキング＆
ノルディックウォーキング

毎月開催しています！ 目指せ生涯現役！
座りながら自分の強度でできる！
関節ほぐし、血流アップの有酸素運動
筋肉・脳を刺激♪　集って動いて話して楽しい(*’▽’)けんこつ体操

 持ち物  �タオル、飲み物、農山村総合開発センター

（中里）は要内履き

 参加費  １回 ２００円

会場 開催日 時間
神立中央集会場（田中） 14 日 ㊎ 28 日 ㊎

10:00 ～ 11:30

神 立 中 央 会 館（栄町） 11 日 ㊋ 25 日 ㊋

農山村総合開発センター
11 日 ㊋ 18 日 ㊋
25 日 ㊋

下 湯 沢 公 民 館 12 日 ㊌ 26 日 ㊌

総 合 福 祉 セ ン タ ー
7 日 ㊎ 14 日 ㊎

21 日 ㊎ 28 日 ㊎
　申し込み不要です。参加できる会場へどちらでも

お気軽に足をお運びください。

問 地域包括支援センター ☎ 025 － 784 － 3000

　  NPO 法人ユースポ！   ☎ 025 － 785 － 2123

（４月）
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2023 年度 子どもの教室が始まります！2023 年度 子どもの教室が始まります！

申 湯沢カルチャーセンター窓口までお申し込みください。

ヒップホップ
   対  A クラス　年少～小学２年生

  　B クラス　小学３～６年生

　　※クラス編成は変更する場合があります。

   内  �ダンスに必要な柔軟性、持久力、リズム感等を養

います。

   場  湯沢カルチャーセンター

   日  第１期　4/7 ～ 6/30　※ 5/5、5/26 はお休み

   費  会　員：6,000 円　

　　非会員：9,600 円

ジュニアソフトテニス教室
   対  小学３～６年生

    ※ユースポ！会員登録が必要です。

   内  �基本を大切に、わかりやすいレッスン。初心者も

大歓迎！

   場  湯沢カルチャーセンター

   日  ▽前期 4/21 ～ 9月 ▽後期 10 月～ 3月

　  第１・３金曜　19：00 ～ 21：00

   費  前期・後期：各 5,500 円

※ �4/21 ㊎に 19：00 から保護者説明会を湯沢カル

チャーセンターアリーナにて行います。

※ソフトテニスになります！男女募集中♪

ジュニア女子バレーボール教室
   対  小学１～６年生の女子※ユースポ！会員登録が必要です。

   内  �バレーボールで仲間づくり！ チームの一体感を味わおう！

   場  湯沢カルチャーセンター、旧小学校

   日  ▽前期 4/11 ～ 9 月 ▽後期 10 月～ 3月

　　4～ 12 月　火曜 19：00 ～ 21：00

 　  　  　　 　 土曜  9：00 ～ 12：00

　　1～  3 月　火曜・金曜 19：00 ～ 21：00

※ �4/11 ㊋ に 19：00 から保護者説明会を湯沢カルチャー

センターアリーナにて行います。

   費  前期・後期：各 8,000 円、前後期一括：   14,600 円

フラダンス
   対  年少～小学６年生

   内  �ハワイの音楽に合わせて基本のステップとハンドモー

ションから楽しく学びます。

   場  湯沢カルチャーセンター

   日  第 1期 4/5 ～ 6/28( 全 11 回 )

　　※ 5/3、5/24 はお休み

    毎週水曜　17:00 ～ 18:00

   費  会　員：6,000 円　

　　非会員：9,600 円

目指せ、１か月２０万歩！

▽エントリー費……エントリーした日から１年間６００円

▽エントリー方法…�ユースポ！事務局（カルチャーセンター

内）、または保健センターへ料金を添え

てお申し込みください。

▽希望者には歩数計貸出あり（先着順）

▽特典：カルチャートレーニング会員３か月券が

　　　　1,500 円→ 1,250 円　※ご利用時、要記録票提示。

≪１月　歩数 TOP ５≫

健康ウォーク　歩いてマンボッ♪

RANK 歩数 RANK 歩数
１ 766,026 ４ 497,260
２ 718,035 ５ 459,177
３ 597,076

※�２０万歩に達した月は共同浴場無料招待券進呈。エントリー時にお渡しした記録票をご持参ください。月途中での招待券進

呈は行っておりません。翌月に記録票をご持参ください。   例）３月中に 20 万歩に達した →４月中に無料招待券進呈

おやこで GENKI 教室・ジュニア合同トレーニングはおやこで GENKI 教室・ジュニア合同トレーニングは
5 月から毎月 1 回開催します！5 月から毎月 1 回開催します！
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2023 年度 定期的な教室の第１期が始まります！2023 年度 定期的な教室の第１期が始まります！

ステップボクシング
   対  16 歳以上

   内  �リズムにのってパンチやミット打

ちをする新しいスタイルのボクシ
ングです。

   場  湯沢カルチャーセンター

   日  前期　5/12 ～ 8/4（全 7回）※ 8/4 のみ第 1金曜日

    毎月第 2、第 4金曜　20:00 ～ 21:00 

健康水泳教室
   対  16 歳以上

   内  �水泳は心肺機能を高め、しなやかな

筋肉を作ります。泳げる人も泳げな
い人も大歓迎！

   場  健康増進センター内プール

   日  4/11 ～ 6/20（全 11 回） 毎週火曜日　　　

    14：45 ～ 15：45

太極拳
   対  16 歳以上

   内  ��体力に合わせて参加できます。幅広

い年齢層の方が参加できる健康法。
   場  湯沢カルチャーセンター

   日  4/7 ～ 6/30（全 11 回）毎週金曜　13:30 ～ 15:00

    5/5、5/26 はお休み

居合道
   対  16 歳以上

   内  �抜刀から納刀に至るまでの一連の

動作を行う老若男女が学べる武道
です。

   場  湯沢カルチャーセンター

   日  4/5 ～ 6/28　（全 11 回）　毎週水曜　19:00 ～ 20:30

    5/3、5/24 はお休み

アクアエクササイズ　水夜  
   対  中学生以上

   内  ��水の抵抗を最大限利用してしなや

かな筋肉を作ります！ 
   場  健康増進センター内プール

   日  4/12 ～ 6/28（全 11 回）毎週水曜　

    18:30 ～ 19:20
  　5/3 はお休み

アクアエクササイズ　木夜  
   対  中学生以上

   内  �水の浮力でラクラク動けます。運

動不足や体力に自信のない方も大
丈夫！

   場  健康増進センター内プール

   日  4/13 ～ 6/29　（全 11 回）　毎週木曜　19:30 ～ 20:20

    5/4 はお休み 

ヨガ　昼 
   対  16 歳以上

   内  �深い呼吸とポーズでインナーマッ

スルをきたえ、体のゆがみを整え
ることで体の不調が改善されま
す。リラックス効果で心も安定します。

   場  湯沢カルチャーセンター

   日  4/4 ～ 6/27（全 11 回）毎週火曜　9:30 ～ 10:30

    5/2、6/6 はお休み

ヨガ　  夜 
   対  中学生以上

   内  �深い呼吸とポーズでインナーマッ

スルをきたえ、体のゆがみを整え
ることで体の不調が改善されま
す。リラックス効果で心も安定します。

   場  湯沢カルチャーセンター

   日  4/3 ～ 6/26（全 11 回）毎週月曜　19:30 ～ 20:30

　　5/1、6/5 はお休み

ピラティスエクササイズ 昼  
   対  16 歳以上

   内  ��身体の芯の筋肉「コア」を鍛え、

内側から強くしなやかにします。
腰痛、肩こり等が緩和され、姿勢
も良くなります。

   場  湯沢カルチャーセンター

   日  4/13 ～ 7/6（全 11 回）毎週木曜　13:30 ～ 14:30

    5/4、25 はお休み

ピラティスエクササイズ  夜 
   対  中学生以上

   内  �身体の芯の筋肉「コア」を鍛え、

内側から強くしなやかにします。
腰痛、肩こり等が緩和され、姿勢
も良くなります。

   場  湯沢カルチャーセンター

   日  4/3 ～ 6/26（全 11 回）毎週月曜　19:30 ～ 20:30

    4/17、5/22 はお休み

費 各教室　会員：6,000 円　非会員：9,600 円　※ステップボクシングのみ　会員：4,000 円　非会員：6,000 円

申 湯沢カルチャーセンター窓口までお申し込みください。

曜日と時間が

変わりました

曜日が

変わりました

隔週になりました
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4月 の 暦　

上記に関するお問い合わせは　保健センター（総合福祉センター内）（☎ 025 ー 784 ー 3149）まで。

令和５年

障がい者地域生活支援事業

＊初めて参加される方は保健センターまでご連絡ください。 調理実習や行事の日は予約が必要です。

＊�いずれも参加費 50 円と主食（ご飯など）が必要です。 担当までお問い合わせください。 

事業名 実施主体 日程・内容（＊は軽作業を行います） 会場・時間

ふれあいサロン
（毎週火曜日）

湯沢町社会福祉協議会
☎ 025 － 784 － 4111

４日＊ 11 日＊ 18 日＊ 25 日＊
湯沢町公民館

1 階和室

10:00 ～ 15:00コスモス
（毎週木曜日）

相談支援センターみなみうおぬま
☎ 025 ー 770 ー 1331

６日
ヘルス

チェック
13 日＊

20 日
中央公園
お花見

27 日＊

保健・福祉行事の日程をお知らせします

乳幼児の保健衛生行事

子どもの予防接種（完全予約制）  

△  

予防接種の予約電話番号　☎ 025 ー 780 ー 6313

＊予防接種を受ける際のお願い
・問診票は自宅で記入しましょう。
・受付時間には余裕を持ってお越しください。

・�ロタウイルスワクチンは飲み薬ですので、授乳後すぐの接種
は避けましょう。接種当日の授乳時間の調節をお願いします。

〇予約受付時間　月曜～金曜（祝日を除く） … 14：00 ～ 16：00

日 種　目 対　象 時　間 会　場

４日㊋  母子健康手帳交付 妊娠証明を受けた方 16：00 ～ 17：00 湯沢町総合福祉センター

11 日㊋ 

１歳児歯科健診 令和４年２月～令和４年４月生まれ

個別に案内した時間

湯沢町総合福祉センター２歳児歯科健診 令和３年２月～令和３年３月生まれ

母子健康手帳交付 妊娠証明を受けた方 16：00 ～ 17：00

18 日㊋ 母子健康手帳交付 妊娠証明を受けた方 16：00 ～ 17：00 湯沢町総合福祉センター

20 日㊍ 1 歳６か月児健診 令和３年８月～９月生まれ 個別に案内した時間 湯沢町総合福祉センター

25 日㊋

プレママ教室 妊婦さん    9：30 ～ 10：30

総合子育て支援センター
ベビーマッサージ 
２か月児発育測定 令和５年２月生まれ 10：30 ～ 12：00

母子健康手帳交付 妊娠証明を受けた方 16：00 ～ 17：00 湯沢町総合福祉センター

保健衛生行事

日 種　　目 対　　象 受付時間 会　　場

行事なし
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 受　付 　午前 ８：30 ～ 11：30　※眼科は 10：00 までです。

　　　  　午後 １：30 ～  ４：30　※月・木曜日の眼科は３：00 までとなり、予約の患者様のみです。

 　　　　　　　　　　　　　　　  ※木曜日の小児科は３：30 までです。

 診　察 　午前 ９：00 ～　

　　　  　午後 ２：00 ～　※火曜日の整形外科は３：00 からです。

	  　　　　　　　 　  ※木曜日の小児科は２：30 からです。

 その他 　「予約」の診察では予約がある方が優先となります。都合により担当医が一部変更・休診となる場合があります。

睡眠外来、白内障手術を行っておりますのでお問い合わせください。往診、訪問診療、健康診断も適宜行っています。

 問 　湯沢町保健医療センター
    ☎ １８６ -０２５ -７８０ -６５４３
    ☎ ０２５ -７８０ -６５４４ （歯科）

◎�

水
曜
日
の
午
後
（
歯
科
以
外
）、
土
曜
日
の
午
後
、
日
曜
日
・
祝
日
は
休
診
で
す
。
救
急
の
患
者

様
に
は
担
当
医
師
が
対
応
い
た
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
ま
ず
お
電
話
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

湯沢町保健医療センター外来担当医予定表湯沢町保健医療センター外来担当医予定表湯沢町保健医療センター外来担当医予定表４月１日から

令和５年３月 16 日現在の予定

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

整形外科

午
前 髙田 宮崎 ― 髙田 池田

８日・22日

髙田

午
後 髙田 宮崎

（３：00～４：30）
髙田 池田

総合診療科
内科系

予約

午
前

井上
24日休診

浅井 竹内
５日担当医師

浅井 吉村 ―

午
後

井上
24日休診

山路 吉村 浅井
21日休診

総合診療科
内科系

予約

午
前 西谷 加藤 井上

19日休診
山路 西谷

21日休診
―

午
後 ― 井上

18日休診
― ―

総合診療科
内科系

予約なし

午
前 吉村 担当医師 山路 加藤 ― 担当医師

午
後 ― ― ― ―

総合診療科
内科系

予約なし

午
前 加藤 井上

18日担当医師
加藤 井上 山路

28日担当医師
担当医師

午
後 加藤 担当医師 竹内

６日担当医師
吉村

14日担当医師

眼科

午
前

菅原
（10：00まで）

― ― 馬場
（10：00まで）

― １５日担当医師
（10：00まで）

午
後

菅原
（再診予約診察のみ）

― 馬場
（再診予約診察のみ）

―

小児科

午
前 担当医師 ― 担当医師 20日中島 ― ―

午
後 ― ― 20日中島

（２：30～３：30）
―

歯科

午
前 笠原 笠原

笠原
笠原 笠原 笠原

８日・22日休診口腔外科担当医師
５・19日のみ

午
後 笠原 笠原

笠原
笠原 笠原口腔外科担当医師

５・19日のみ

令和５年

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、入館されるすべての方の体温測定を行っております。測定の結果、37.5℃未満の
方は、マスク着用、手指消毒し、そのまま館内にお入りください。37.5℃以上の方は一旦建物の外に出ていただき、お
電話【☎ 025 ー 780 ー 6543】にてその旨お話しください。携帯電話をお持ちでない方は、センター入口に設置のインター
ホンにてお話しください。係の者がご案内いたします。

湯沢町保健医療センターからのお願い

総 合 診 療 科：�齋藤惣太医師、小林聡史医師の診察は 3 月で終了となり、4 月より竹内章晃医師、山路修平医師が着任いた
します。
発熱、咳、たん、のどの痛み、鼻水、息苦しさ、強いだるさ等の症状で診察を希望される患者様の診察時間
は次の通りです。

【診察時間】　㊊～㊏ （祝日を除く）……………… 10：00 ～ 11：00 
　　　　　　㊊・㊋・㊍・㊎ （祝日を除く）…… 15：00 ～ 16：00

眼 科： （月曜）�半沢友理医師の診察は 3 月で終了となり、4 月より菅原恭平医師が着任いたします。コンタクト・め
がねの処方せんには対応しておりませんのでご了承ください。

院内感染を防ぐ目的で、事前に電話連絡が必要です。診察時間以外も、お電話の問合せは受け付けます
ので、ご案内の指示に従っていただきますようお願いいたします。
感染状況によって大変混み合い、お待たせする事がございます。ご了承ください。

お知らせ
４月より「地域家庭診療部」は「総合診療科」へ名称が変わります。
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（１）発熱、せき、のどの痛み等の症状がある方

①かかりつけ医療機関がある場合
〇�かかりつけ医療機関に電話で相談してください。

発熱、せき、のどの痛み等で医療機関を受診する際

は、必ず事前に電話連絡をお願いします。

②�かかりつけ医療機関がない・どこに相談したら

よいかわからない場合
〇新潟県新型コロナ受診・相談センター

　毎日（土曜・日曜・祝日含む）24 時間対応　

☎ 025‐256‐8275

〇南魚沼保健所

　月曜～金曜（祝日除く）午前８時 30 分～午後５時 15 分

☎ 025‐772‐8142

（２）症状がない方・どこに相談したらよいか

　　  迷った方
〇新潟県新型コロナウイルス感染症コールセンター

　月曜～金曜（祝日除く）午前８時 30 分～午後５時

☎ 025‐282‐1754

（３）新型コロナウイルス感染症に関する

　　  一般的な相談をされる方
〇南魚沼保健所

　月曜～金曜（祝日除く）午前８時 30 分～午後５時 15 分

☎ 025‐772‐8142

〇厚生労働省の電話相談窓口

　毎日（土曜・日曜・祝日含む）午前 9 時～午後９時

☎ 0120‐565653

次の病院に電話で症状を伝えてください。
重症（意識がないなど）の場合は１１９番で救急車を

呼んでください。

●湯沢町保健医療センター…☎ 025‐780‐6543
　（湯沢町大字湯沢 2877 番地 1）

●魚沼基幹病院………………☎ 025‐777‐3200
　（南魚沼市浦佐 4132）

●南魚沼市民病院 …………… ☎ 025‐788‐1222
　（南魚沼市六日町 2643 番地 1）

●斎藤記念病院………………☎ 025‐773‐5111
　（南魚沼市欠ノ上 478 番地 2）

 ・電話での指示に従って受診ください。

 ・スタッフの状況などで、症状に応じて他の医療機関を案内

　する場合があります。

 ・緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順番が

　前後し、待ち時間が長くなる場合があります。

 ・休日や夜間は、人員や検査体制が十分ではありません。

　できる限り、通常の診療時間に受診してください。

●新潟県「救急医療電話相談」大人（おおむね 15 歳以上の方）を対象

　☎ 025‐284‐7119 （ダイヤル回線・IP 電話・PHS からの場合）

　または ＃ 7119（県内のプッシュ回線または携帯電話）

夜間での発熱・頭痛・腹痛・吐き気など急な病気やけが等に

関する相談。（毎日 午後 7 時～翌朝午前 8 時）

●新潟県「小児救急医療電話相談」15歳未満のお子さんを対象

　☎ 025‐288‐2525（ダイヤル回線・IP 電話・PHS からの場合）

　または ＃ 8000（県内のプッシュ回線または携帯電話）

夜間に子どもの具合が悪くなったときに利用ください。

（毎日 午後 7 時～翌朝午前 8 時）

救急医療 新型コロナウイルス感染症相談窓口
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